
ボ
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ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
の
政
治
思
想
的
側
面
と
貢
献
（
渡
邉
）

四
〇
一

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
の
政
治
思
想
的
側
面
と
貢
献

─
ニ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
を
手
が
か
り
に

─
渡
　
　
邉
　
　
容
一
郎

一
．
序

　
説

二
．
ジ
ョ
ン
・
ラ
ム
ス
デ
ン
「
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
」
論
再
考

三
．
ス
タ
ン
リ
ー
・
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
ニ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム

四
．
結

　
語

一
．
序

　
説

現
在
（
二
〇
二
〇
年
代
）
な
ら
び
に
戦
間
期
（
一
九
二
〇
年
代
）
に
は
三
つ
の
共
通
点
が
見
出
せ
る
。
一
つ
目
は
、
覇
権
国
（hegem

on

）

の
相
対
的
衰
退
に
伴
う
転
換
期
な
い
し
過
渡
期
に
あ
る
こ
と
。
二
つ
目
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
左
右
を
問
わ
ず
様
々
な
極
端
主
義
・
権
威

主
義
が
抬
頭
し
て
き
た
点
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
戦
間
期
の
政
治
史
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
今
日
の
政
治
課
題
解
決
の
糸
口
に
な
る
と
言

論
　
説

）
三
三
三
（
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学
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八
十
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巻
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二
号
（
二
〇
二
一
年
九
月
）

四
〇
二

え
よ
う
。

そ
こ
で
本
稿
は
、
戦
間
期
イ
ギ
リ
ス
を
代
表
す
る
保
守
党
政
治
家
ス
タ
ン
リ
ー
・
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
（S

tanley B
aldw

in

）
の
保
守
主

義
（
１
）

に
注
目
し
、
と
り
わ
け
野
党
党
首
時
代
（
一
九
二
四
年
）
の
〝
知
ら
れ
ざ
る
〟
政
治
思
想
的
側
面
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。
そ
う
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
三
つ
目
の
共
通
点
・「
社
会
の
分
断
化
」
を
克
服
す
る
手
が
か
り
も
得
ら
れ
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
史
・
保
守
主
義
史
研
究
に
お
い
て
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
保
守
主
義
が
関
心
の
的
と
な
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
（M

argaret T
hatcher

）
以
外
の
歴
代
党
首
同
様
、
ボ
ー
ル
ド

ウ
ィ
ン
そ
の
人
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
要
素
を

─
表
面
上
は

─
見
出
す
の
が
難
し
か
っ
た
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
に

つ
い
て
、
戦
間
期
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
史
研
究
の
泰
斗
ラ
ム
ス
デ
ン
（John R

am
sden

）
も
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。「
保
守
主
義
思
想

（C
onservative thought

）
に
対
す
る
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
貢
献
は
、
政
策
で
も
哲
学
の
強
調
で
も
な
か
っ
た
。（
中
略
）
保
守
主
義
の
思
想

に
対
す
る
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
貢
献
は
、
抽
象
的
な
理
論
と
か
具
体
的
な
政
策
に
関
し
て
と
い
う
よ
り
、
態
度
（attitudes

）
や
反
応

（responses

）
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た

（
２
）

」。

確
か
に
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
党
首
時
代
（
一
九
二
三
～
一
九
三
七
年
）
全
体
を
俯
瞰
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
ラ
ム
ス
デ
ン
の
主
張
ど
お
り
で
異
論
は

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
イ
ギ
リ
ス
憲
政
史
上
初
の
労
働
党
政
権
・
第
一
次
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
（Jam

es R
am

say M
acD

onald

）
内
閣

〔
一
九
二
四
年
一
月
二
二
日
～
一
一
月
三
日
〕
期
の
野
党
党
首
時
代
に
関
し
て
も
、
ラ
ム
ス
デ
ン
の
主
張
は
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
の
で

あ
ろ
う
か
。

か
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
本
稿
で
は
最
新
の
先
行
研
究
成
果
も
踏
ま
え
た
う
え
で
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
に
対
す
る
ラ

ム
ス
デ
ン
の
所
論
を
再
検
討
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
野
党
党
首
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
一
九
二
四
年
に
展
開
し
た
「
ニ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー

）
三
三
五
（

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
の
政
治
思
想
的
側
面
と
貢
献
（
渡
邉
）

四
〇
三

ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
」（N

ew
 C

onservatism （
３
））

と
呼
ば
れ
る
一
連
の
政
治
的
諸
言
説
（
但
し
今
回
は
代
表
的
な
演
説
の
み
）
を
分
析
し
、
そ
の
政
治

思
想
的
側
面
に
加
え
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
戦
間
期
初
頭
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
思
想
に
ど
の
よ
う
な
点
で
貢
献
し
た
の
か
に
つ
い
て
も

解
明
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

二
．
ジ
ョ
ン
・
ラ
ム
ス
デ
ン
「
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
」
論
再
考

㈠
　
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
を
め
ぐ
る
ラ
ム
ス
デ
ン
の
所
論
に
つ
い
て

上
述
し
た
ラ
ム
ス
デ
ン
は
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
を
分
析
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
し
て
、
保
守
党
政
治
家
ボ
ー
ル
ド

ウ
ィ
ン
に
見
ら
れ
る
「
傾
向
」
を
以
下
の
と
お
り
五
つ
指
摘
し
て
い
る

（
４
）

。

①
　「
自
ら
意
識
し
て
普
通
の
人
の
よ
う
に
振
舞
う
こ
と
」（self-consciously ordinary

）

②
　「
道
徳
的
で
あ
る
こ
と
」（m

oral

）

③
　「
非
挑
発
的
で
あ
る
こ
と
」（unprovocative

）

④
　「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
的
で
あ
る
こ
と
」（E

nglish

）

⑤
　「
専
門
的
で
あ
る
こ
と
」（professional

）

そ
こ
で
こ
れ
ら
五
つ
の
傾
向
な
い
し
特
徴
を
手
が
か
り
に
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
に
関
す
る
ラ
ム
ス
デ
ン
の
見
解
を
先
ず
整
理

）
三
三
三
（



ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
の
政
治
思
想
的
側
面
と
貢
献
（
渡
邉
）

四
〇
三

ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
」（N

ew
 C

onservatism （
３
））

と
呼
ば
れ
る
一
連
の
政
治
的
諸
言
説
（
但
し
今
回
は
代
表
的
な
演
説
の
み
）
を
分
析
し
、
そ
の
政
治

思
想
的
側
面
に
加
え
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
戦
間
期
初
頭
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
思
想
に
ど
の
よ
う
な
点
で
貢
献
し
た
の
か
に
つ
い
て
も

解
明
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

二
．
ジ
ョ
ン
・
ラ
ム
ス
デ
ン
「
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
」
論
再
考

㈠
　
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
を
め
ぐ
る
ラ
ム
ス
デ
ン
の
所
論
に
つ
い
て

上
述
し
た
ラ
ム
ス
デ
ン
は
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
を
分
析
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
し
て
、
保
守
党
政
治
家
ボ
ー
ル
ド

ウ
ィ
ン
に
見
ら
れ
る
「
傾
向
」
を
以
下
の
と
お
り
五
つ
指
摘
し
て
い
る

（
４
）

。

①
　「
自
ら
意
識
し
て
普
通
の
人
の
よ
う
に
振
舞
う
こ
と
」（self-consciously ordinary

）

②
　「
道
徳
的
で
あ
る
こ
と
」（m

oral

）

③
　「
非
挑
発
的
で
あ
る
こ
と
」（unprovocative

）

④
　「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
的
で
あ
る
こ
と
」（E

nglish

）

⑤
　「
専
門
的
で
あ
る
こ
と
」（professional

）

そ
こ
で
こ
れ
ら
五
つ
の
傾
向
な
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四
〇
四

し
て
お
こ
う
。

①
　「
自
ら
意
識
し
て
普
通
の
人
の
よ
う
に
振
舞
う
こ
と
」

ラ
ム
ス
デ
ン
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
「
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
の
で
は
な
く
、
国
民
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
よ
う
努
力
す
る
」
態

度
の
こ
と
で
あ
る
。
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
は
、
国
民
と
一
体
化
し
よ
う
と
努
め
て
き
た
し
、
自
分
の
権
威
の
源
を
国
民
の
支
持
に
結
び
つ
け

る
タ
イ
プ
の
政
治
家
だ
っ
た
。
加
え
て
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
に
は
、
民
主
主
義
の
育
成
も
（
一
九
二
四
年
当
時
の
）
保
守
党
に
と
っ
て
大
き
な

意
味
を
も
つ
と
考
え
て
い
た
ふ
し
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
「
平
等
」
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
言
及
し
た
こ
と
は
一

切
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

（
５
）

。

②
　「
道
徳
的
で
あ
る
こ
と
」

権
利
以
上
に
義
務
を
強
く
主
張
し
た
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
に
と
っ
て
、
道
徳
的
側
面
は
と
り
わ
け
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
ラ
ム
ス

デ
ン
も
「
人
道
的
社
会
政
策
の
必
要
性
と
い
う
点
で
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
道
徳
的
目
標
を
示
し
た
」
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
本
稿
で

は
、
保
守
主
義
思
想
に
対
す
る
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
貢
献
は
彼
の
示
し
た
道
徳
観
に
も
関
連
づ
け
ら
れ
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
詳
細
に
つ

い
て
は
次
章
で
言
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
道
徳
性
に
基
づ
い
て
生
じ
る
態
度
が
、
③
の
「
非
挑
発
的
で
あ
る
こ
と
」
に

な
る
と
さ
れ
る

（
６
）

。

）
三
三
五
（

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
の
政
治
思
想
的
側
面
と
貢
献
（
渡
邉
）

四
〇
五

③
　「
非
挑
発
的
で
あ
る
こ
と
」

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
を
チ
ャ
ー
チ
ル
（W

inston C
hurchill

）
な
ど
他
の
保
守
党
指
導
者
た
ち
と
区
別
す
る
の
が
、
非
挑
発
性
と
い
う
傾
向

で
あ
る
。
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
は
、
全
体
的
に
調
停
（conciliation

）
や
宥
和
（appeasem

ent

）
の
効
果
を
信
じ
て
い
た
の
で
、
必
然
的
に
対

決
（confrontation

）
よ
り
も
妥
協
（com

prom
ise

）
を
志
向
す
る
保
守
主
義
（
思
想
お
よ
び
戦
略
）
と
な
り
や
す
い
。

ラ
ム
ス
デ
ン
に
よ
れ
ば
、
そ
の
具
体
例
と
し
て
以
下
の
事
実
が
指
摘
で
き
る
と
さ
れ
る
。
即
ち
、
旧
・
自
由
党
支
持
者
や
浮
動
票
層
に

も
ア
ピ
ー
ル
し
て
保
守
党
支
持
基
盤
を
拡
大
し
よ
う
と
試
み
た
こ
と
。
そ
の
た
め
に
も
、
党
内
外
か
ら
穏
健
か
つ
改
革
志
向
の
党
と
し
て

認
識
さ
れ
る
必
要
性
を
理
解
し
て
い
た
こ
と
。
世
界
恐
慌
以
後
の
挙
国
内
閣
（
一
種
の
大
連
立
）
に
も
適
応
で
き
た
こ
と
。
当
時
の
対
労

働
組
合
問
題
に
も
こ
の
態
度
を
適
用
し
た
結
果
、
逆
に
党
内
の
反
対
派
か
ら‘sem

i-socialist ’

と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
。
そ
し

て
、
こ
れ
ま
で
保
守
党
を
分
裂
さ
せ
て
き
た
厄
介
な
争
点
を
回
避
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
総
選
挙
（
一
九
二
四
年
）
に
も
勝
利
で
き
た
こ

と
（
７
）

。④
　「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
的
で
あ
る
こ
と
」

こ
れ
は
、
③
の
非
挑
発
性
に
由
来
す
る
特
徴
と
さ
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
は
、
保
守
党
を
「
特
定
の
有
産
階
級
」
利

益
代
表
の
党
と
し
て
で
は
な
く
、「
国
民
」
的
利
益
を
代
表
す
る
党
と
し
て
描
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
。
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
保
守
党

を
〝
ナ
シ
ョ
ナ
ル
〟
な
党
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
た
結
果
、
逆
に
、
政
敵
・
労
働
党
を
「
一
部
の
狭
い
階
級
」
利
益
に
固
執
す
る
〝
セ
ク

シ
ョ
ナ
ル
〟
な
党
と
し
て
攻
撃
す
る
口
実
ま
で
保
守
党
側
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
ラ
ム
ス
デ
ン
は
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
歴
史
は
譲
歩
の
原
理
を
正
当
化
す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り
、
そ
う
し
た
国

）
三
三
五
（
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ン
グ
ラ
ン
ド
的
で
あ
る
こ
と
」

こ
れ
は
、
③
の
非
挑
発
性
に
由
来
す
る
特
徴
と
さ
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
は
、
保
守
党
を
「
特
定
の
有
産
階
級
」
利

益
代
表
の
党
と
し
て
で
は
な
く
、「
国
民
」
的
利
益
を
代
表
す
る
党
と
し
て
描
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
。
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
保
守
党

を
〝
ナ
シ
ョ
ナ
ル
〟
な
党
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
た
結
果
、
逆
に
、
政
敵
・
労
働
党
を
「
一
部
の
狭
い
階
級
」
利
益
に
固
執
す
る
〝
セ
ク

シ
ョ
ナ
ル
〟
な
党
と
し
て
攻
撃
す
る
口
実
ま
で
保
守
党
側
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
ラ
ム
ス
デ
ン
は
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
歴
史
は
譲
歩
の
原
理
を
正
当
化
す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り
、
そ
う
し
た
国

）
三
三
五
（



日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
二
一
年
九
月
）

四
〇
六

民
的
特
徴
を
共
有
す
る
の
が
保
守
主
義
の
特
徴
だ
と
言
っ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
」
と
説
明
し
て
い
る

（
８
）

。
ま
た
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
党
首

（
首
相
）
と
し
て
行
っ
た
演
説
な
ど
そ
の
政
治
的
諸
言
説
に
お
い
て
も
、
こ
の
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
（
人
）」
志
向
は
顕
著
と
言
え
る
が
、
そ

の
点
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
触
れ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

⑤
「
専
門
的
で
あ
る
こ
と
」

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
ニ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
に
潜
む
信
条
に
は
、
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
的
と
い
う
よ
り
は
プ
レ
ー
ヤ
ー
的
な

性
質
、
換
言
す
れ
ば
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
性
質
が
あ
る
と
ラ
ム
ス
デ
ン
は
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
展
開
し
た
一

連
の
ニ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
に
は
、
旧
い
考
え
方
へ
の
拘
り
と
い
う
よ
り
も
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
リ
ア
リ
ズ
ム
が
備
わ
っ

て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
組
織
的
か
つ
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ク
な
特
徴
も
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る

（
９
）

。

こ
の
傾
向
は
、
例
え
ば
社
会
主
義
の
抬
頭
や
労
働
党
政
権
の
誕
生
、
そ
し
て
そ
の
国
家
（
中
央
政
府
）
介
入
政
策
を
強
く
意
識
し
た
彼

の
政
治
的
諸
言
説
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
の
各
論
的
説
明
を
行
っ
た
う
え
で
ラ
ム
ス
デ
ン
は
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
や
、
そ
の
野
党
期
（
一
九
二
四
年
）
の
具
体
的

表
れ
で
あ
る
ニ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
総
括
す
る
。

「
ニ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
は
、
ト
ー
リ
ー
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
（T

ory D
em

ocracy （
10
））

や
財
産
所
有
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
（the 

P
roperty-ow

ning D
em

ocracy （
11
））

同
様
理
論
化
で
き
る
要
素
は
沢
山
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
元
来
理
論
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
し
、
ま
た

）
三
三
五
（

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
の
政
治
思
想
的
側
面
と
貢
献
（
渡
邉
）

四
〇
七

政
策
に
つ
い
て
も
重
大
な
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
有
し
て
は
い
た
が
、
そ
う
し
た
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
わ
け

で
も
な
か
っ
た
。
ト
ー
リ
ー
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
や
財
産
所
有
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
同
じ
く
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
ニ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ

ズ
ム
は
、
そ
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
本
能
に
、
即
ち
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
そ
の
人
に
負
う
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る

（
12
）

。」

（
イ
ギ
リ
ス
）
保
守
主
義
の
基
本
的
性
格
が
ま
さ
に
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
政
治
思
想
面
と
り
わ
け
抽
象
的
な
理
論
面
で
の
脆
弱
性
な
い

し
体
系
性
の
欠
如
と
い
う
点
で
は
、
確
か
に
ラ
ム
ス
デ
ン
の
指
摘
ど
お
り
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
自
身
、
他
の
歴
代
保
守

党
党
首
同
様
哲
学
者
・
思
想
家
タ
イ
プ
の
政
治
家
で
は
な
か
っ
た
し
、
し
か
も
そ
う
し
た
〝
知
的
側
面
〟
か
ら
敢
え
て
距
離
を
置
く
ス
タ

イ
ル
を
好
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
単
純
に
そ
う
し
た
事
実
だ
け
で
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
を
理
解
し
て
も
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、

局
面
ご
と
に
変
化
す
る
か
も
し
れ
な
い
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
を
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
の
希
薄
さ
、
哲
学
的
理
論
的
特
徴
（
独
自
性
）

の
弱
さ
、
と
い
う
一
言
で
片
づ
け
て
し
ま
っ
て
、
果
た
し
て
問
題
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
次
節
で
は
、
保
守
主
義
者
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
に
関
す
る
最
新
の
二
つ
の
先
行
研
究
に
基
づ
い
て
、
ラ
ム
ス
デ
ン
の
古
典
的
所
論

を
再
検
討
し
な
が
ら
、
上
述
し
た
疑
問
点
を
解
き
明
か
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う

㈡
　
ラ
ム
ス
デ
ン
の
所
論
を
め
ぐ
る
再
検
討

こ
こ
で
採
り
上
げ
る
二
つ
の
先
行
研
究
は
、
A
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
学
者
テ
イ
ラ
ー
（A

ndrew
 T

aylor

）
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
「
ボ
ー
ル

ド
ウ
ィ
ン
主
要
演
説
分
析
」（
二
〇
一
五
年
）
と
、
B
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
文
化
を
研
究
す
る
サ
ッ
カ
レ
ー
（D

avid T
hackeray

）
お
よ
び
イ

ギ
リ
ス
現
代
史
研
究
者
ト
イ
（R

ichard T
oye

）
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
「
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
党
主
要
綱
領
に
関
す
る
研
究
」

）
三
三
五
（



ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
の
政
治
思
想
的
側
面
と
貢
献
（
渡
邉
）

四
〇
七

政
策
に
つ
い
て
も
重
大
な
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
有
し
て
は
い
た
が
、
そ
う
し
た
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
わ
け

で
も
な
か
っ
た
。
ト
ー
リ
ー
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
や
財
産
所
有
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
同
じ
く
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
ニ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ

ズ
ム
は
、
そ
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
本
能
に
、
即
ち
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
そ
の
人
に
負
う
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る

（
12
）

。」

（
イ
ギ
リ
ス
）
保
守
主
義
の
基
本
的
性
格
が
ま
さ
に
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
政
治
思
想
面
と
り
わ
け
抽
象
的
な
理
論
面
で
の
脆
弱
性
な
い

し
体
系
性
の
欠
如
と
い
う
点
で
は
、
確
か
に
ラ
ム
ス
デ
ン
の
指
摘
ど
お
り
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
自
身
、
他
の
歴
代
保
守

党
党
首
同
様
哲
学
者
・
思
想
家
タ
イ
プ
の
政
治
家
で
は
な
か
っ
た
し
、
し
か
も
そ
う
し
た
〝
知
的
側
面
〟
か
ら
敢
え
て
距
離
を
置
く
ス
タ

イ
ル
を
好
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
単
純
に
そ
う
し
た
事
実
だ
け
で
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
を
理
解
し
て
も
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、

局
面
ご
と
に
変
化
す
る
か
も
し
れ
な
い
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
を
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
の
希
薄
さ
、
哲
学
的
理
論
的
特
徴
（
独
自
性
）

の
弱
さ
、
と
い
う
一
言
で
片
づ
け
て
し
ま
っ
て
、
果
た
し
て
問
題
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
次
節
で
は
、
保
守
主
義
者
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
に
関
す
る
最
新
の
二
つ
の
先
行
研
究
に
基
づ
い
て
、
ラ
ム
ス
デ
ン
の
古
典
的
所
論

を
再
検
討
し
な
が
ら
、
上
述
し
た
疑
問
点
を
解
き
明
か
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う

㈡
　
ラ
ム
ス
デ
ン
の
所
論
を
め
ぐ
る
再
検
討

こ
こ
で
採
り
上
げ
る
二
つ
の
先
行
研
究
は
、
A
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
学
者
テ
イ
ラ
ー
（A

ndrew
 T

aylor

）
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
「
ボ
ー
ル

ド
ウ
ィ
ン
主
要
演
説
分
析
」（
二
〇
一
五
年
）
と
、
B
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
文
化
を
研
究
す
る
サ
ッ
カ
レ
ー
（D

avid T
hackeray

）
お
よ
び
イ

ギ
リ
ス
現
代
史
研
究
者
ト
イ
（R

ichard T
oye

）
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
「
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
党
主
要
綱
領
に
関
す
る
研
究
」

）
三
三
五
（



日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
二
一
年
九
月
）

四
〇
八

（
二
〇
二
一
年
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
比
較
的
最
近
の
研
究
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
従
来
と
は
異
な
る
新
し
い
知
見
が
得
ら
れ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
先
行
研
究
に
基
づ
く
成
果
・
視
点
を
用
い
て
ラ
ム
ス
デ
ン
の
所
論
（
一
九
七
八
年
）
を
再
検
討
す
る
と
共
に
、

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
の
新
た
な
側
面
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
い
。

A
　
一
九
二
〇
年
代
の
主
要
演
説
と
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン

テ
イ
ラ
ー
は
、「
現
代
保
守
党
に
と
っ
て
決
定
的
に
重
大
な
三
年
間
」
に
行
わ
れ
、
し
か
も
（
大
衆
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
定
着
、
労
働
党
の
抬

頭
、
労
使
対
立
の
激
化
な
ど
を
め
ぐ
る
）
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
思
考
や
課
題
を
カ
バ
ー
す
る
と
さ
れ
る
九
つ
の
主
要
演
説
を
分
析
し
た

（
13
）

。
か

か
る
三
年
間
と
は
一
九
二
四
年
か
ら
一
九
二
七
年
ま
で
の
期
間
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
憲
政
史
上
初
の
労
働
党
政
権
と
第
二

次
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
内
閣
〔
一
九
二
四
年
一
一
月
四
日
～
一
九
二
九
年
六
月
四
日
〕
が
こ
の
時
期
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
保
守

党
➡
労
働
党
➡
保
守
党
」
と
い
う
現
代
型
政
権
交
代
の
図
式
が
初
登
場
し
た
時
期
で
も
あ
る
（
も
っ
と
も
こ
の
図
式
が
完
全
に
定
着
す
る
の
は
、

周
知
の
よ
う
に
一
九
四
五
年
の
総
選
挙
以
降
）。
し
た
が
っ
て
一
九
二
四
年
前
後
の
数
年
は
「
現
代
イ
ギ
リ
ス
政
治
を
形
成
し
た
決
定
的
に
重

大
な
時
期

（
14
）

」
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
分
析
の
結
果
テ
イ
ラ
ー
は
、
九
つ
の
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
演
説
で
と
り
わ
け
使
用
度
が
高
い
キ
ー
ワ
ー
ド
や
そ
の
政
治
思
想
の
基

本
、
党
と
し
て
の
戦
略
を
、
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

・
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
頻
繁
に
使
用
し
て
い
た
典
型
的
な
言
葉
…
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
（E

ngland

）、
労
使
間
の
安
定
（P

eace in Industry

）

・
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
的
思
考
の
基
準
と
な
る
言
葉
…
奉
仕
（S

ervice

）、
自
由
（F

reedom

）

）
三
五
五
（

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
の
政
治
思
想
的
側
面
と
貢
献
（
渡
邉
）

四
〇
九

・
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
党
の
戦
略
と
な
る
言
葉
…
政
治
教
育
（P

olitical E
ducation

）、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
そ
の
務
め
（D

em
ocracy 

and its T
ask （

15
））

以
上
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
テ
イ
ラ
ー
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
失
業
対
策
の
た
め
に
提
案
し
た
保
護
関
税
導
入
政
策

（
い
わ
ゆ
る
関
税
改
革
、
言
い
換
え
れ
ば
、
従
来
の
自
由
貿
易
政
策
を
放
棄
す
る
提
案
）
が
国
民
に
拒
絶
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
一
九
二
三
年
総

選
挙
敗
北

（
16
）

と
、
そ
の
後
遺
症
（
ハ
ン
グ
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
の
出
現
、
保
守
党
の
下
野
、
自
由
党
の
再
統
一
、
労
働
党
政
権
の
誕
生
）
を
克
服
す
る
た
め
、

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
党
は
党
の
方
針
を
再
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
従
来
の
関
税
改
革
に
代
わ
る
新
た
な
「
レ
ト

リ
ッ
ク
」（
と
そ
れ
に
基
づ
く
戦
略
）
が
中
心
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た

（
17
）

。
し
た
が
っ
て
、
ニ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
に

象
徴
さ
れ
る
「
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
の
政
治
思
想
的
側
面
お
よ
び
保
守
主
義
思
想
に
対
す
る
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
貢
献
」
は
、

「
保
守
」
に
関
わ
る
伝
統
的
レ
ト
リ
ッ
ク
の
活
用
に
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

テ
イ
ラ
ー
に
よ
る
と
、『
課
題
』（
世
界
大
戦
➡
経
済
・
社
会
・
政
体
の
破
壊
➡
そ
の
産
物
と
し
て
の
大
衆
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
や
労
使
対
立
、
社
会
主

義
の
抬
頭
➡
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
社
会
文
化
の
さ
ら
な
る
衰
退
）
と
『
解
決
』（
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、
相
互
の
敬
愛
、
社
会
秩
序
の
維
持
な
ど
）
の
二
大

要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
流
レ
ト
リ
ッ
ク
戦
略
で
決
定
的
役
割
を
果
た
す
の
が
「
日
常
的
な
決
ま
り
文
句
」（the 

com
m

onplace

）、
即
ち
「
ト
ポ
イ
」（topoi

）
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
典
型
例
と
し
て
テ
イ
ラ
ー
は
、「
反
対
派
と
の
和
解
」「
コ
モ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
確
認
」「
政
治
的
極
端
派
の
排
除
」
を
挙
げ
て
い
る

（
18
）

。
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
政
治
的
諸
言
説
で
は
、
そ
れ
ら
が
「
労
使
間
の
安

定
」
や
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」、
あ
る
い
は
「
奉
仕
」
と
い
っ
た
上
記
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
表
現
・
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。
こ
う

し
た
ト
ポ
イ
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
レ
ト
リ
ッ
ク
（
戦
略
）
と
そ
の
自
発
的
・
意
識
的
な
発
信
な
い
し
ア
ピ
ー
ル
こ
そ
、
い
わ
ゆ
る
「
ボ
ー

）
三
五
五
（



ボ
ー
ル
ド
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守
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治
思
想
的
側
面
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渡
邉
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四
〇
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ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
党
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戦
略
と
な
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言
葉
…
政
治
教
育
（P

olitical E
ducation

）、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
そ
の
務
め
（D

em
ocracy 

and its T
ask （

15
））
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踏
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従
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す
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拒
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さ
れ
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こ
と
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意
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一
九
二
三
年
総

選
挙
敗
北

（
16
）

と
、
そ
の
後
遺
症
（
ハ
ン
グ
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
の
出
現
、
保
守
党
の
下
野
、
自
由
党
の
再
統
一
、
労
働
党
政
権
の
誕
生
）
を
克
服
す
る
た
め
、

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
党
は
党
の
方
針
を
再
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
従
来
の
関
税
改
革
に
代
わ
る
新
た
な
「
レ
ト

リ
ッ
ク
」（
と
そ
れ
に
基
づ
く
戦
略
）
が
中
心
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た

（
17
）
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し
た
が
っ
て
、
ニ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
に

象
徴
さ
れ
る
「
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
の
政
治
思
想
的
側
面
お
よ
び
保
守
主
義
思
想
に
対
す
る
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
貢
献
」
は
、

「
保
守
」
に
関
わ
る
伝
統
的
レ
ト
リ
ッ
ク
の
活
用
に
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

テ
イ
ラ
ー
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よ
る
と
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世
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➡
経
済
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会
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➡
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産
物
と
し
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、
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会
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➡
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、
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さ
れ
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句
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仕
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。
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ら
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四
一
〇

ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義

（
19
）

」
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

テ
イ
ラ
ー
に
よ
る
以
上
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
る
と
、
少
な
く
と
も
一
九
二
四
年
の
野
党
期
に
保
守
党
を
率
い
る
こ
と
と
な
っ
た
（
前

首
相
）
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
は
、
元
来
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
に
内
在
す
る
政
治
哲
学
を
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
性
」（E

nglishness

）
な
ど
単
純

で
分
か
り
や
す
い
『
レ
ト
リ
ッ
ク
』
で
新
時
代
に
相
応
し
く
再
利
用
も
し
く
は
〝
理
論
づ
け
〟
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ

て
、
後
述
す
る
「
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
ニ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
」
も
ま
た
、
テ
イ
ラ
ー
の
表
現
を
借
り
れ
ば
「
コ
ア
と
な
る

テ
ー
マ
の
設
定
次
第
で
そ
の
出
来
具
合
い
が
左
右
さ
れ
る
レ
ト
リ
ッ
ク
戦
略
を
単
純
に
言
い
表
し
た
も
の

（
20
）

」
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。そ

う
だ
と
す
れ
ば
、
保
守
主
義
思
想
に
対
す
る
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
貢
献
が
政
策
で
も
哲
学
の
強
調
で
も
な
か
っ
た
と
す
る
ラ
ム
ス
デ

ン
の
主
張
に
は
、
や
や
誇
張
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

B
　
一
九
二
〇
年
代
の
主
要
文
書
と
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン

テ
イ
ラ
ー
が
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
主
要
演
説
に
注
目
し
た
の
に
対
し
、
サ
ッ
カ
レ
ー
と
ト
イ
は
、
戦
間
期
（
一
九
二
〇
年
代
初
頭
）
に
保

守
党
が
公
表
し
た
党
綱
領
・
政
綱
（program

m
e

）
な
ど
文
書
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
そ
れ
は
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
選
挙
民
に
対

す
る
党
ま
た
は
政
府
と
し
て
の
約
束
（prom

ise

）、
即
ち
公
約
（pledge
）
が
果
た
す
役
割
と
意
義
は
無
視
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

選
挙
公
約
、
即
ち
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（m

anifesto

）
を
通
じ
て
の
ア
ピ
ー
ル
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

─
サ
ッ
カ

レ
ー
や
ト
イ
に
よ
る
と
、
こ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
戦
間
期
政
治
（interw

ar politics
）
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
が
一
政
権

の
マ
ン
デ
ー
ト
（m

andate

）
観
の
中
心
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
換
言
す
れ
ば
、
議
員
候
補
者
個
人
で
行
う

）
三
五
五
（

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
の
政
治
思
想
的
側
面
と
貢
献
（
渡
邉
）

四
一
一

従
来
的
な
選
挙
区
民
向
け
演
説
の
位
置
づ
け
が
低
下
し
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
戦
間
期
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
政
治
の
こ
う
し
た

変
化
に
つ
い
て
、
サ
ッ
カ
レ
ー
ら
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。「
各
候
補
者
の
選
挙
演
説
は
、
一
九
一
四
年
以
前
の
段
階
で
は
そ
の

形
式
も
中
身
も
極
め
て
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
の
に
、
そ
れ
以
降
徐
々
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
党
中
央
が
作
成
し
た
資

料
や
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
文
言
に
依
拠
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た

（
21
）

」。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
（
戦
間
期
）
の
イ
ギ
リ
ス
政
治
で
は
、
各
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
基
調
を
成
す
政
治
思
想
が
、

そ
し
て
と
り
わ
け
保
守
党
で
は
そ
の
最
終
責
任
者
で
あ
る
「
党
首
」
の
政
治
哲
学
や
理
念
な
ど
が
、
以
前
に
比
べ
は
る
か
に
重
要
性
を
帯

び
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
野
党
期
の
保
守
党
党
首
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
政
治
思
想
的
側
面
や
、
そ
の
保
守

主
義
思
想
に
対
す
る
貢
献
も
ま
た
、
こ
う
し
た
一
連
の
党
「
文
書
」
か
ら
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
言
え
よ
う
。
で
は
、
当
時
の
保
守
党

「
党
首
」
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
場
合
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

周
知
の
よ
う
に
第
一
次
世
界
大
戦
は
、
配
給
制
度
や
徴
兵
制
な
ど
国
家
（
中
央
政
府
）
に
よ
る
社
会
へ
の
介
入
・
経
済
統
制
を
劇
的
に

拡
大
さ
せ
た
。
そ
の
た
め
、
第
一
次
大
戦
直
後
の
イ
ギ
リ
ス
政
治
で
は
、
国
債
や
膨
張
し
た
財
政
を
め
ぐ
る
問
題
が
大
き
な
論
争
テ
ー
マ

と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
保
守
党
が
戦
前
の
状
態
へ
の
回
帰
を
主
張
し
て
い
た
の
に
対
し
、
労
働
党
は

国
家
に
よ
る
戦
後
社
会
再
編
を
掲
げ
な
が
ら
、
信
頼
に
足
る
統
治
政
党
で
あ
る
こ
と
も
、
同
時
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
考
え

て
よ
い
。
そ
の
結
果
、
労
働
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
方
が

─
そ
の
実
現
可
能
性
は
と
も
か
く

─
総
じ
て
詳
細
か
つ
充
実
し
た
内
容
に

な
っ
て
い
た

（
22
）

可
能
性
が
高
い
。

他
方
で
、
一
九
二
〇
年
代
を
通
じ
て
こ
う
し
た
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
い
る
ス
タ
イ
ル
」
の
政
治
が
徐
々
に
増
加
し
た
結
果
、
こ
の
流
れ

と
は
逆
に
「
ア
ン
チ
・
プ
ロ
ミ
ス
」（‘anti-prom

ises ’

）
の
政
治
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、
つ
ま
り
「
こ
れ
だ
け
は
確
実
に
実
行
す
る
と
い
う
類
の

）
三
五
三
（
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世
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は
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を
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に
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に
よ
る
社
会
へ
の
介
入
・
経
済
統
制
を
劇
的
に
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そ
の
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後
の
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で
は
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問
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と
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た
。
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の
点
に
つ
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て
、
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と
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が
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前
の
状
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の
回
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を
主
張
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た
の
に
対
し
、
労
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は
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に
よ
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後
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会
再
編
を
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げ
な
が
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、
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に
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政
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で
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と
も
、
同
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に
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し
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と
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て
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と
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て
よ
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。
そ
の
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果
、
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の
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は
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く

─
総
じ
て
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に
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で
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を
通
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四
一
二

約
束
は
し
な
い
、
あ
る
い
は
詳
細
な
公
約
に
束
縛
さ
れ
な
い
」
ア
プ
ロ
ー
チ
も
増
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
、
サ
ッ
カ
レ
ー
ら
は
述
べ
て

い
る
。
幅
広
い
反
・
社
会
主
義
戦
略
の
一
環
と
し
て
こ
の
後
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
て
い
た
の
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
終
了
直
後
の

保
守
党
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
と
り
わ
け
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
に
代
表
さ
れ
る
一
部
の
政
治
家
は
選
挙
公
約
の
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
批
判

し
た
り
、
詳
細
な
公
約
に
対
し
て
は
「
自
己
の
物
質
的
豊
か
さ
に
関
心
を
抱
き
、
感
情
に
左
右
さ
れ
や
す
い
新
し
い
有
権
者
を
誘
惑
す
る

賄
賂
の
よ
う
な
も
の
」
と
い
う
懸
念
ま
で
表
明
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
、
サ
ッ
カ
レ
ー
や
ト
イ
は
説
明
す
る

（
23
）

。

と
こ
ろ
が
、
党
首
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
を
含
む
保
守
党
（
保
守
主
義
者
）
全
体
が
上
記
の
「
ア
ン
チ
・
プ
ロ
ミ
ス
」
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
の
熱

中
を
放
棄
し
た
う
え
、
労
働
党
や
自
由
党
と
同
じ
「
党
の
綱
領
に
従
っ
た
政
治
」（program

m
atic politics

）
に
切
り
替
わ
る
〝
転
機
〟
が

訪
れ
た
。
即
ち
、
政
府
労
働
党
の
社
会
改
良
プ
ラ
ン
に
対
抗
し
、
ま
た
政
権
奪
回
を
目
指
す
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
、
野
党
党
首
の
立
場
か

ら
様
々
な
演
説
や
党
政
策
文
書
刊
行
を
通
じ
て
ニ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
を
発
信
し
た
一
九
二
四
年
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
意

味
で
も
、
本
稿
で
採
り
上
げ
る
一
九
二
四
年
と
い
う
年
は
、
前
述
のprogram

m
atic politics

に
保
守
党
が
熱
中
し
始
め
た
画
期
的
な

年
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
党
首
時
代
の
保
守
党
で
、
一
九
二
四
年
頃
こ
う
し
た
変
化
が
生
じ
た
背
景
に
は
、
少
数
与
党
と
は
い
え
イ
ギ
リ
ス
憲

政
史
上
初
の
労
働
党
政
権
が
誕
生
し
た
こ
と
、
そ
れ
に
伴
い
、
野
党
・
保
守
党
も
そ
の
支
持
基
盤
を
浮
動
票
層
や
自
由
党
支
持
者
に
ま
で

拡
大
す
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
た
点
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
先
述
し
た
「
党
の
綱
領
に
従
っ
た
政
治
」
が
保
守
党
に
お
い
て
も
何

ら
か
の
形
で
必
要
不
可
欠
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
党
の
綱
領
に
従
っ
た
政
治
」
を
実
現
し
、
あ
る
程
度

─
最

低
で
も
政
権
奪
回
を
通
じ
て

─
社
会
主
義
の
浸
透
防
止
と
国
家
構
造
の
根
本
的
転
覆
阻
止
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
保
守
党
党
首

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
自
身
、
そ
の
保
守
主
義
の
政
治
思
想
的
側
面
を
ニ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
と
い
う
形
で
新
た
に
展
開
す
る
必

）
三
五
五
（

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
の
政
治
思
想
的
側
面
と
貢
献
（
渡
邉
）

四
一
三

要
が
あ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
は
、
そ
の
態
度
や
反
応
が
比
較
的
分
か
り
や
す
く
、
し
か
も
そ
れ
ら
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
政
治
家
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
〝
初
め
て
〟
労
働
党
政
権
が
誕
生
し
た
時
期
に
〝
初
め
て
〟
野
党
・
保
守
党
を
率
い
ね
ば
な
ら
な
い
環
境

だ
っ
た
た
め
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
も
ま
た
、
レ
ト
リ
ッ
ク
に
基
づ
い
た
哲
学
・
理
論
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
再
強
調
（
発
信
）
と
い
う
形
で

保
守
主
義
思
想
の
展
開
に
貢
献
し
た
（
貢
献
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
）
と
見
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
．
ス
タ
ン
リ
ー
・
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
ニ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム

で
は
、
あ
ら
た
め
て
ニ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
と
は
何
か
。
広
義
で
は
、
一
九
二
四
年
の
二
月
頃
か
ら
夏
頃
に
野
党
党
首

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
行
っ
た
演
説
を
当
時
の
新
聞
が
紹
介
す
る
た
め
便
宜
上
名
づ
け
た
〝
呼
称
〟
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
狭
義
に
お
い
て
は
、

か
か
る
一
連
の
政
治
的
諸
言
説
や
党
文
書
で
表
明
さ
れ
た
「
保
守
党
政
策
の
刷
新
、
党
路
線
の
再
検
討
」
に
関
す
る
彼
独
自
の
立
場
や
考

え
方
を
指
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
の
政
治
思
想
的
側
面
は
も
ち
ろ
ん
、
保
守
主
義
思
想
に
対
す
る
彼
の
貢

献
に
つ
い
て
考
察
す
る
う
え
で
も
重
要
な
手
が
か
り
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
ニ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
の
集
大
成
は
、
保
守
党
文
書
の
監
修
担
当
者
バ
ハ
ン
（John B

uchan

）
が
執
筆
し
た
原
稿
を

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
副
官
的
存
在
ネ
ヴ
ィ
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
（N

evil C
ham

berlain

）
が
ま
と
め
た
結
果
、
同
年
六
月
、L

ookin
g 

A
h

ead
: U

n
ion

ist P
rin

ciples an
d

 A
im

s

と
い
う
小
冊
子
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
と
見
て
よ
い
。
ま
た
、
同
年
一
〇
月
二
九
日
に
実
施

さ
れ
た
一
九
二
四
年
総
選
挙
「
保
守
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
に
つ
い
て
も
同
様
の
位
置
づ
け
が
可
能
と
な
る
。

）
三
五
三
（
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ー
ル
ド
ウ
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ン
保
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の
政
治
思
想
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側
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献
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渡
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。
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ド
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の
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反
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が
比
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的
分
か
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や
す
く
、
し
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も
そ
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ら
が
重
要
な
意
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を
も
つ
政
治
家
だ
っ
た
の
か
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し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
〝
初
め
て
〟
労
働
党
政
権
が
誕
生
し
た
時
期
に
〝
初
め
て
〟
野
党
・
保
守
党
を
率
い
ね
ば
な
ら
な
い
環
境

だ
っ
た
た
め
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
も
ま
た
、
レ
ト
リ
ッ
ク
に
基
づ
い
た
哲
学
・
理
論
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
再
強
調
（
発
信
）
と
い
う
形
で

保
守
主
義
思
想
の
展
開
に
貢
献
し
た
（
貢
献
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
）
と
見
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
．
ス
タ
ン
リ
ー
・
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
ニ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム

で
は
、
あ
ら
た
め
て
ニ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
と
は
何
か
。
広
義
で
は
、
一
九
二
四
年
の
二
月
頃
か
ら
夏
頃
に
野
党
党
首

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
行
っ
た
演
説
を
当
時
の
新
聞
が
紹
介
す
る
た
め
便
宜
上
名
づ
け
た
〝
呼
称
〟
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
狭
義
に
お
い
て
は
、

か
か
る
一
連
の
政
治
的
諸
言
説
や
党
文
書
で
表
明
さ
れ
た
「
保
守
党
政
策
の
刷
新
、
党
路
線
の
再
検
討
」
に
関
す
る
彼
独
自
の
立
場
や
考

え
方
を
指
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
の
政
治
思
想
的
側
面
は
も
ち
ろ
ん
、
保
守
主
義
思
想
に
対
す
る
彼
の
貢

献
に
つ
い
て
考
察
す
る
う
え
で
も
重
要
な
手
が
か
り
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
ニ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
の
集
大
成
は
、
保
守
党
文
書
の
監
修
担
当
者
バ
ハ
ン
（John B

uchan

）
が
執
筆
し
た
原
稿
を

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
副
官
的
存
在
ネ
ヴ
ィ
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
（N

evil C
ham

berlain

）
が
ま
と
め
た
結
果
、
同
年
六
月
、L

ookin
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A
h

ead
: U

n
ion

ist P
rin

ciples an
d

 A
im

s

と
い
う
小
冊
子
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
と
見
て
よ
い
。
ま
た
、
同
年
一
〇
月
二
九
日
に
実
施

さ
れ
た
一
九
二
四
年
総
選
挙
「
保
守
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
に
つ
い
て
も
同
様
の
位
置
づ
け
が
可
能
と
な
る
。

）
三
五
三
（



日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
二
一
年
九
月
）

四
一
四

本
稿
は
、
紙
幅
の
関
係
で
、
一
九
二
四
年
上
半
期
の
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
主
要
演
説
を
通
じ
て
表
明
さ
れ
た
代
表
的
な
政
治
言
説
に
限
定

し
、
彼
の
ニ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
を
分
析
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
、L

ookin
g A

h
ead

: U
n

ion
ist P

rin
ciples an

d
 A

im
s

の
内
容
分
析
な
ら
び
に
他
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
の
比
較
も
含
め
た
『
保
守
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
』
の
内
容
分
析
は
、
や
む
を
得
ず
次
の
機
会

に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。

㈠
　
そ
の
背
景
と
意
義

ニ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
と
総
称
さ
れ
る
一
連
の
演
説
が
戦
間
期
初
頭
（
主
と
し
て
一
九
二
四
年
上
半
期
）
に
展
開
さ
れ
た
背

景
と
し
て
、
前
述
し
た
一
九
二
三
年
総
選
挙
敗
北
後
の
党
内
〝
ガ
ス
抜
き
〟（
造
反
・
分
裂
防
止
）、
あ
る
い
は
総
選
挙
敗
北
の
結
果

一
九
二
四
年
一
月
に
誕
生
し
た
労
働
党
政
権
へ
の
危
機
感
な
い
し
対
応
と
い
う
〝
近
因
〟
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
態
度
」
や

「
反
応
」
そ
し
て
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
自
身
の
「
本
能
」
の
結
果
と
い
う
意
味
で
は
、
上
述
し
た
ラ
ム
ス
デ
ン
の
指
摘
ど
お
り
で
も
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
に
加
え
、
以
下
の
点
（
変
化
）
も
〝
遠
因
〟
と
し
て
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

・
米
独
の
抬
頭
と
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
、
そ
し
て
国
内
の
労
使
紛
争
（
階
級
闘
争
）
の
増
加
に
伴
い
、
一
九
世
紀
以
来
の
伝
統
で
あ

る
「
イ
ギ
リ
ス
型
自
由
主
義
的
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム
」（
自
由
貿
易
体
制
、
小
さ
な
政
府
な
ど
）
が
衰
退
・
弱
体
化
し
た
こ
と
。
そ
れ
に

合
わ
せ
て
「
拡
張
国
家
」（the extended state

）
が
新
た
に
登
場
し
た
こ
と
。

・
第
一
次
世
界
大
戦
終
了
後
一
九
二
二
年
ま
で
保
守
党
と
の
連
立
を
維
持
し
て
き
た
自
由
党
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
（D

avid L
loyd 

G
eorge

）
首
相
を
中
心
に
、
ネ
オ
・
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
も
し
く
は
ス
テ
イ
ト
・
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
的
手
法
（「
政
府
‐
財
界
幹
部

）
三
五
五
（

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
の
政
治
思
想
的
側
面
と
貢
献
（
渡
邉
）

四
一
五

‐
労
組
代
表
」
三
者
か
ら
成
る
新
た
な
協
議
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
の
意
思
決
定
や
政
策
遂
行
）
が
設
計
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と

（
24
）

。

こ
う
し
た
状
況
、
と
り
わ
け
一
九
二
二
年
ま
で
続
い
た
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
連
立
内
閣
と
そ
の
戦
後
構
想
に
対
す
る
保
守
党
内
（
ボ
ー

ル
ド
ウ
ィ
ン
な
ど
多
数
派
）
の
不
信
や
不
満
は
、
一
九
二
二
年
政
変
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
政
変
は
、
連
立
シ
ニ
ア
・
パ
ー
ト
ナ
ー
保
守
党

の
議
員
総
会
投
票
の
結
果
、
自
由
党
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
派
と
の
連
立
解
消
を
決
定
し
て
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
連
立
政
権
が
崩
壊
し
た
後
、

一
九
二
二
年
総
選
挙
で
与
党
・
保
守
党
が
単
独
勝
利
を
収
め
た
出
来
事
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
基
づ
き
「
連
立
維
持
派
」
オ
ー
ス
テ
ィ

ン
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
（A

usten C
ham

berlain

）
か
ら
「
連
立
解
消
派
」
ボ
ナ
＝
ロ
ー
（A

ndrew
 B

onar L
aw

）
に
リ
ー
ダ
ー
が
交
代
し
、

ボ
ナ
＝
ロ
ー
保
守
党
単
独
政
権
の
誕
生
に
伴
い
、
そ
れ
ま
で
無
名
の
政
治
家
に
過
ぎ
な
か
っ
た
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
蔵
相
に
抜
擢
さ
れ
た

（
次
期
党
首
候
補
の
一
人
に
昇
格
し
た
）
こ
と
も
、
同
政
変
の
意
義
と
し
て
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

（
25
）

。

そ
の
た
め
、
上
述
し
た
〝
中
道
的
な
〟
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
流
解
決
策
な
い
し
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
型
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
ア
ン
チ

テ
ー
ゼ
で
あ
り
、
同
時
に
保
守
党
独
自
の
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ブ
と
な
っ
た
の
が
「
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
」
で
は
な
か
っ
た
か
と
考

え
ら
れ
る
。
因
み
に
、
戦
間
期
イ
ギ
リ
ス
政
治
研
究
の
第
一
人
者
ミ
ド
ル
マ
ス
（K

eith M
iddlem

as

）
は
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
自
身
が
唱

え
た
一
つ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
「
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
労
使
間
調
和
」
策
と
見
て
い
る
。
ま
た
、
ミ
ド
ル
マ
ス
は
、

ボ
ナ
＝
ロ
ー
の
後
継
党
首
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
一
九
二
二
年
か
ら
一
九
二
六
年
に
か
け
て
考
案
し
実
現
さ
せ
た
戦
略
と
し
て
、
以
下
の
二

つ
を
指
摘
し
て
い
る
。

①
先
ず
、
当
初
敵
対
し
て
い
た
Ａ
．チ
ェ
ン
バ
レ
ン
や
チ
ャ
ー
チ
ル
な
ど
「
旧
・
連
立
維
持
派
」
の
保
守
党
幹
部
議
員
た
ち
を
現
執
行

）
三
五
五
（



ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
の
政
治
思
想
的
側
面
と
貢
献
（
渡
邉
）

四
一
五

‐
労
組
代
表
」
三
者
か
ら
成
る
新
た
な
協
議
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
の
意
思
決
定
や
政
策
遂
行
）
が
設
計
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と

（
24
）

。

こ
う
し
た
状
況
、
と
り
わ
け
一
九
二
二
年
ま
で
続
い
た
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
連
立
内
閣
と
そ
の
戦
後
構
想
に
対
す
る
保
守
党
内
（
ボ
ー

ル
ド
ウ
ィ
ン
な
ど
多
数
派
）
の
不
信
や
不
満
は
、
一
九
二
二
年
政
変
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
政
変
は
、
連
立
シ
ニ
ア
・
パ
ー
ト
ナ
ー
保
守
党

の
議
員
総
会
投
票
の
結
果
、
自
由
党
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
派
と
の
連
立
解
消
を
決
定
し
て
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
連
立
政
権
が
崩
壊
し
た
後
、

一
九
二
二
年
総
選
挙
で
与
党
・
保
守
党
が
単
独
勝
利
を
収
め
た
出
来
事
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
基
づ
き
「
連
立
維
持
派
」
オ
ー
ス
テ
ィ

ン
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
（A

usten C
ham

berlain

）
か
ら
「
連
立
解
消
派
」
ボ
ナ
＝
ロ
ー
（A

ndrew
 B

onar L
aw

）
に
リ
ー
ダ
ー
が
交
代
し
、

ボ
ナ
＝
ロ
ー
保
守
党
単
独
政
権
の
誕
生
に
伴
い
、
そ
れ
ま
で
無
名
の
政
治
家
に
過
ぎ
な
か
っ
た
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
蔵
相
に
抜
擢
さ
れ
た

（
次
期
党
首
候
補
の
一
人
に
昇
格
し
た
）
こ
と
も
、
同
政
変
の
意
義
と
し
て
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

（
25
）

。

そ
の
た
め
、
上
述
し
た
〝
中
道
的
な
〟
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
流
解
決
策
な
い
し
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
型
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
ア
ン
チ

テ
ー
ゼ
で
あ
り
、
同
時
に
保
守
党
独
自
の
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ブ
と
な
っ
た
の
が
「
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
」
で
は
な
か
っ
た
か
と
考

え
ら
れ
る
。
因
み
に
、
戦
間
期
イ
ギ
リ
ス
政
治
研
究
の
第
一
人
者
ミ
ド
ル
マ
ス
（K

eith M
iddlem

as

）
は
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
自
身
が
唱

え
た
一
つ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
「
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
労
使
間
調
和
」
策
と
見
て
い
る
。
ま
た
、
ミ
ド
ル
マ
ス
は
、

ボ
ナ
＝
ロ
ー
の
後
継
党
首
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
一
九
二
二
年
か
ら
一
九
二
六
年
に
か
け
て
考
案
し
実
現
さ
せ
た
戦
略
と
し
て
、
以
下
の
二

つ
を
指
摘
し
て
い
る
。

①
先
ず
、
当
初
敵
対
し
て
い
た
Ａ
．チ
ェ
ン
バ
レ
ン
や
チ
ャ
ー
チ
ル
な
ど
「
旧
・
連
立
維
持
派
」
の
保
守
党
幹
部
議
員
た
ち
を
現
執
行

）
三
五
五
（



日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
二
一
年
九
月
）

四
一
六

部
に
復
帰
さ
せ
る
こ
と
。

②
次
に
、
ボ
ナ
＝
ロ
ー
と
は
異
な
る
独
自
の
労
使
政
策
ア
プ
ロ
ー
チ
を
急
増
し
、
そ
れ
を
自
発
的
に
再
編
す
る
た
め
、
一
九
世
紀
の
保

守
党
政
治
家
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ
（B

enjam
in D

israeli

）
の
遺
産
や
神
話
を
利
用
す
る
こ
と

（
26
）

。

こ
れ
に
加
え
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
を
は
じ
め
多
く
の
保
守
主
義
者
が
「
反
・
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
」
化
し
た
背
景

に
、
い
わ
ゆ
る
「
人
民
予
算
」（
案
）（P

eople ’s B
udget （

27
））

に
象
徴
さ
れ
る
一
連
の
政
府
主
導
型
「
富
の
再
配
分
」
や
、
第
一
次
世
界
大
戦

勃
発
以
前
の
自
由
党
政
権
下
で
実
施
さ
れ
た
、
失
業
保
険
制
度
な
ど
一
群
の
集
産
主
義
的
社
会
立
法
（
社
会
改
良
）
の
制
度
化
、
こ
う
し

た
諸
政
策
の
実
現
が
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
従
来
の
古
典
的
で
消
極
的
な
自
由
主
義
と
は
異
な
り
、

〝
積
極
的
〟
と
い
う
意
味
で
〝
新
し
い
〟
自
由
主
義
、
い
わ
ゆ
る
「
ニ
ュ
ー
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」（N

ew
 L

iberalism

）
路
線
の
採
用
・
拡

大
と
そ
れ
に
対
す
る
危
機
感
が
、
当
然
保
守
党
側
に
は
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。
国
家
（
中
央
政
府
）
主
導
に
よ
る
こ
う
し
た
一
連
の
政

策
は
、
普
通
の
保
守
主
義
者
か
ら
す
れ
ば
「
社
会
主
義
」
的
に
見
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
特
質
や
政
治
思
想
を
研
究
し
て
い
る
グ
リ
ー
ン
（E

. H
. H

. G
reen

）
は
、
第
一
次

世
界
大
戦
終
了
後
も
四
年
続
い
た
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
連
立
政
権
に
つ
い
て
、「
非
・
社
会
主
義
勢
力
」
と
「
反
・
社
会
主
義
勢
力
」
の

二
大
勢
力
を
一
つ
の
一
貫
性
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
（
選
挙
連
合
）
に
ま
と
め
る
方
策
と
位
置
づ
け
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
反
・
社
会
主
義
勢

力
で
あ
る
は
ず
の
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
と
保
守
主
義
者
が
「
反
・
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
連
立
」
路
線
に
踏
み
切
っ
た
要
因
に
つ
い
て
は
、
自

由
党
と
の
連
立
を
通
じ
て
で
は
な
く
、
保
守
党
そ
の
も
の
を
反
・
社
会
主
義
の
大
き
な
防
波
堤
と
し
て
確
立
す
る
意
思
が
あ
っ
た
か
ら
だ

と
し
て
い
る
。

）
三
五
五
（

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
の
政
治
思
想
的
側
面
と
貢
献
（
渡
邉
）

四
一
七

グ
リ
ー
ン
の
研
究
に
よ
る
と
、
当
時
経
済
面
で
相
対
的
に
苦
し
い
状
況
に
あ
っ
た
中
産
階
級
は
、
保
守
党
が
掲
げ
る
「
反
・
ロ
イ
ド
＝

ジ
ョ
ー
ジ
連
立
」
を
支
持
し
や
す
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
一
九
一
四
年
の
世
界
大
戦
勃
発
以
来
イ
ン
フ
レ
が
深
刻
化
し
て
い
た
の
で
、

戦
争
に
投
資
し
な
が
ら
貯
蓄
に
も
精
励
し
て
い
た
人
び
と
に
は
不
満
が
溜
り
や
す
い
。
そ
の
う
え
、
納
税
し
て
も
そ
れ
が
低
所
得
者
向
け

福
祉
財
源
と
な
っ
て
消
え
て
い
く
現
状
は
「
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ノ
ー
リ
タ
ー
ン
」
と
言
え
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
層
が
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ

ン
の
「
新
し
い
」
保
守
主
義
路
線
（
反
・
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
連
立
、
反
・
社
会
主
義
）
支
持
を
表
明
す
る
の
は
、
あ
る
意
味
当
然
か
も
し
れ

な
い
。
そ
れ
ゆ
え
一
九
二
三
年
以
降
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
「
新
」
党
首
率
い
る
「
新
」
保
守
党
は
、「
新
興
勢
力
」
労
働
党
に
対
抗
し
て

「
反
・
社
会
主
義
」
を
標
榜
す
る
と
同
時
に
、「（
自
由
党
に
代
わ
っ
て
）
新
た
に
」
中
産
階
級
の
利
益
も
護
る
党
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
（
28
）

。し
た
が
っ
て
、
そ
う
し
た
変
化
や
危
機
を
乗
り
切
る
た
め
、
従
来
の
保
守
主
義
思
想
に
〝
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
〟
と
い
う
形
で
貢
献
し
た
の

が
党
首
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
と
そ
の
保
守
主
義
、
そ
し
て
ニ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
部
分
に
意
義
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

㈡
　
そ
の
概
要
と
政
治
思
想
的
特
質

さ
て
、
そ
う
し
た
背
景
を
通
じ
て
生
成
し
た
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
的
ニ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
は
、
以
下
の
演
説
内
容
な
ど
か

ら
見
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
先
ず
そ
れ
ら
の
概
要
（
演
説
内
容
の
重
要
部
分
や
新
聞
報
道
記
事
の
抜
粋
、
あ
る
い

は
そ
れ
ら
の
要
旨
な
ど
）
を
検
討
し
た
後
、
そ
の
底
流
に
潜
む
政
治
思
想
的
特
質
に
つ
い
て

─
先
行
研
究
成
果
も
踏
ま
え
て

─
考
察
す

る
。

）
三
五
五
（



ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
の
政
治
思
想
的
側
面
と
貢
献
（
渡
邉
）

四
一
七

グ
リ
ー
ン
の
研
究
に
よ
る
と
、
当
時
経
済
面
で
相
対
的
に
苦
し
い
状
況
に
あ
っ
た
中
産
階
級
は
、
保
守
党
が
掲
げ
る
「
反
・
ロ
イ
ド
＝

ジ
ョ
ー
ジ
連
立
」
を
支
持
し
や
す
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
一
九
一
四
年
の
世
界
大
戦
勃
発
以
来
イ
ン
フ
レ
が
深
刻
化
し
て
い
た
の
で
、

戦
争
に
投
資
し
な
が
ら
貯
蓄
に
も
精
励
し
て
い
た
人
び
と
に
は
不
満
が
溜
り
や
す
い
。
そ
の
う
え
、
納
税
し
て
も
そ
れ
が
低
所
得
者
向
け

福
祉
財
源
と
な
っ
て
消
え
て
い
く
現
状
は
「
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ノ
ー
リ
タ
ー
ン
」
と
言
え
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
層
が
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ

ン
の
「
新
し
い
」
保
守
主
義
路
線
（
反
・
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
連
立
、
反
・
社
会
主
義
）
支
持
を
表
明
す
る
の
は
、
あ
る
意
味
当
然
か
も
し
れ

な
い
。
そ
れ
ゆ
え
一
九
二
三
年
以
降
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
「
新
」
党
首
率
い
る
「
新
」
保
守
党
は
、「
新
興
勢
力
」
労
働
党
に
対
抗
し
て

「
反
・
社
会
主
義
」
を
標
榜
す
る
と
同
時
に
、「（
自
由
党
に
代
わ
っ
て
）
新
た
に
」
中
産
階
級
の
利
益
も
護
る
党
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
（
28
）

。し
た
が
っ
て
、
そ
う
し
た
変
化
や
危
機
を
乗
り
切
る
た
め
、
従
来
の
保
守
主
義
思
想
に
〝
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
〟
と
い
う
形
で
貢
献
し
た
の

が
党
首
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
と
そ
の
保
守
主
義
、
そ
し
て
ニ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
部
分
に
意
義
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

㈡
　
そ
の
概
要
と
政
治
思
想
的
特
質

さ
て
、
そ
う
し
た
背
景
を
通
じ
て
生
成
し
た
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
的
ニ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
は
、
以
下
の
演
説
内
容
な
ど
か

ら
見
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
先
ず
そ
れ
ら
の
概
要
（
演
説
内
容
の
重
要
部
分
や
新
聞
報
道
記
事
の
抜
粋
、
あ
る
い

は
そ
れ
ら
の
要
旨
な
ど
）
を
検
討
し
た
後
、
そ
の
底
流
に
潜
む
政
治
思
想
的
特
質
に
つ
い
て

─
先
行
研
究
成
果
も
踏
ま
え
て

─
考
察
す

る
。

）
三
五
五
（
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（
二
〇
二
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年
九
月
）

四
一
八

ⓐ
　「
ホ
テ
ル
・
セ
シ
ル
で
の
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
演
説
」（
一
九
二
四
年
二
月
一
一
日
）

「
今
後
、
我
々
に
と
っ
て
大
き
な
敵
と
な
っ
て
い
く
の
は
、
今
や
死
に
か
け
の
自
由
党
で
は
な
い
。
目
下
大
い
に
勢
い
づ
い
た
労
働
党

だ
と
思
わ
れ
る
。
諸
君
は
、
平
静
を
装
っ
た
り
拒
絶
し
た
り
、
あ
る
い
は
坐
し
た
ま
ま
の
や
り
方
で
労
働
党
が
倒
せ
る
と
は
思
う
ま
い
。

今
こ
の
国
の
労
働
党
に
は
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
が
あ
る
か
ら
だ
。
だ
か
ら
我
々
も
こ
れ
と
似
た
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
を
共
有
で
き
な
い
限
り
、
勝
利

を
収
め
る
こ
と
は
叶
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。（
以
下
略

（
29
））」

ラ
ム
ス
デ
ン
に
よ
れ
ば
、
保
守
党
の
真
の
敵
が
自
由
党
か
ら
労
働
党
に
移
っ
た
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
と
同
時
に
、
新
し
い
ス
タ
イ

ル
の
保
守
主
義
を
呼
び
か
け
る
主
旨
の
演
説
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
演
説
は
、「
ニ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
」
と
称
さ
れ
た

一
連
の
演
説
の
中
で
も
キ
ー
ノ
ー
ト
的
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
前
年
末
に
実
施
さ
れ
た
一
九
二
三
年
総
選
挙

─
そ
の

結
果
に
つ
い
て
は
註（
16
）を
参
照

─
敗
北
後
下
野
し
た
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
党
首
の
党
内
権
威
ま
で
復
活
し
た
印
象
を
与
え
る
内
容
で
も

あ
っ
た

（
30
）

。

ま
た
、
こ
の
演
説
が
行
わ
れ
た
会
合
の
様
子
を
報
じ
た
タ
イ
ム
ズ
紙
（T

he T
im

es

）
の
記
事
に
よ
る
と
、
同
演
説
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

以
下
の
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

・
こ
の
演
説
を
通
じ
て
、（
敗
戦
）
党
首
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
に
再
び
党
内
信
任
状
が
与
え
ら
れ
た
こ
と

・
党
首
と
し
て
の
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
立
場
が
再
確
認
さ
れ
た
の
で
、
党
内
分
裂
の
印
象
を
回
避
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
こ
と

・
し
た
が
っ
て
、
今
後
の
（
責
任
野
党
）
保
守
党
と
し
て
は
、
建
設
的
で
練
り
に
練
っ
た
、
救
済
措
置
と
し
て
の
代
替
案
を
展
開
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
こ
と

・
そ
し
て
そ
の
た
め
に
も
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
は
、
自
分
自
身
の
党
の
た
め
に
自
分
自
身
の
理
想
（ideals

）
を
党
に
深
く
刻
み
込
む
べ

）
三
三
五
（

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
の
政
治
思
想
的
側
面
と
貢
献
（
渡
邉
）

四
一
九

き
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
そ
う
す
る
こ
と
が
国
の
た
め
に
も
な
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
し
た
と
全
国
民
に
向
け
て
き
ち
ん
と
証
明

す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
す
る
こ
と
が
リ
ー
ダ
ー
の
務
め
で
も
あ
る
こ
と

（
31
）

（
傍
線
引
用
者
）

ⓑ
　「
ホ
テ
ル
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
で
の
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
演
説
」（
一
九
二
四
年
四
月
八
日
）

「
自
由
党
の
運
命
／
非
国
教
徒
と
保
守
主
義
／
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
氏
の
忠
告
」
と
題
し
た
一
九
二
四
年
四
月
九
日
の
タ
イ
ム
ズ
紙
記
事

に
よ
る
と
、
四
月
八
日
に
上
記
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
非
国
教
徒
統
一
党
連
盟
（the N

on-conform
ist U

nionist L
eague

）
昼
食
会
で
の
ボ
ー

ル
ド
ウ
ィ
ン
演
説
で
あ
る
。

二
月
の
ホ
テ
ル
・
セ
シ
ル
演
説
で
も
触
れ
た
「
自
由
党
時
代
の
終
焉
宣
言
と
社
会
主
義
の
打
倒
」
と
い
う
共
通
目
標
を
達
成
す
る
手
段

と
し
て
、「
時
代
遅
れ
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
固
執
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
元
来
自
由
党
支
持
者
の
多
い
非
国
教
徒
を
保
守
党
支
持
者
と

し
て
包
摂
す
る
必
要
性
」
な
ど
を
訴
え
た
内
容
と
な
っ
て
い
る

（
32
）

。
そ
し
て
こ
れ
ら
二
つ
の
訴
え
か
ら
読
み
取
れ
る
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守

主
義
の
二
大
エ
ッ
セ
ン
ス
と
し
て
、
①
非
国
教
徒
た
ち
に
保
守
党
支
持
を
訴
え
る
こ
と
で
「
分
断
」
よ
り
も
「
協
同
」
や
「
団
結
」
を
強

調
し
て
い
る
こ
と
、
②
労
働
党
の
一
部
極
端
派
が
主
張
す
る
社
会
主
義
に

─
非
国
教
徒
た
ち
と
一
緒
に

─
断
固
異
議
申
し
立
て
を
行

う
こ
と
で
労
働
党
の
勢
い
を
阻
止
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ら
二
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン

は
同
演
説
に
お
い
て
、
団
結
や
包
摂
と
い
う
手
段
の
根
底
に
あ
る
理
念
な
い
し
哲
学
を
次
の
よ
う
に
披
露
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
こ
こ

に
居
ら
れ
る
全
て
の
人
が
喜
ん
で
奉
仕
で
き
る
、
そ
ん
な
基
準
に
立
脚
し
た
会
合
と
い
う
形
で
、
こ
う
し
た
昼
食
会
が
発
展
し
て
い
く
こ

と
を
望
ん
で
い
る
。
…
…
兄
弟
愛
、
友
情
、
そ
し
て
保
守
党
で
し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
忠
勤
、
か
よ
う
な
精
神
が
そ
の
基
準
に
含
ま

れ
る
よ
う
望
む
も
の
で
あ
る

（
33
）

。」

）
三
三
五
（



ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
の
政
治
思
想
的
側
面
と
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渡
邉
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四
一
九

き
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
そ
う
す
る
こ
と
が
国
の
た
め
に
も
な
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
し
た
と
全
国
民
に
向
け
て
き
ち
ん
と
証
明

す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
す
る
こ
と
が
リ
ー
ダ
ー
の
務
め
で
も
あ
る
こ
と

（
31
）

（
傍
線
引
用
者
）

ⓑ
　「
ホ
テ
ル
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
で
の
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
演
説
」（
一
九
二
四
年
四
月
八
日
）

「
自
由
党
の
運
命
／
非
国
教
徒
と
保
守
主
義
／
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
氏
の
忠
告
」
と
題
し
た
一
九
二
四
年
四
月
九
日
の
タ
イ
ム
ズ
紙
記
事

に
よ
る
と
、
四
月
八
日
に
上
記
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
非
国
教
徒
統
一
党
連
盟
（the N

on-conform
ist U

nionist L
eague

）
昼
食
会
で
の
ボ
ー

ル
ド
ウ
ィ
ン
演
説
で
あ
る
。

二
月
の
ホ
テ
ル
・
セ
シ
ル
演
説
で
も
触
れ
た
「
自
由
党
時
代
の
終
焉
宣
言
と
社
会
主
義
の
打
倒
」
と
い
う
共
通
目
標
を
達
成
す
る
手
段

と
し
て
、「
時
代
遅
れ
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
固
執
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
元
来
自
由
党
支
持
者
の
多
い
非
国
教
徒
を
保
守
党
支
持
者
と

し
て
包
摂
す
る
必
要
性
」
な
ど
を
訴
え
た
内
容
と
な
っ
て
い
る

（
32
）

。
そ
し
て
こ
れ
ら
二
つ
の
訴
え
か
ら
読
み
取
れ
る
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守

主
義
の
二
大
エ
ッ
セ
ン
ス
と
し
て
、
①
非
国
教
徒
た
ち
に
保
守
党
支
持
を
訴
え
る
こ
と
で
「
分
断
」
よ
り
も
「
協
同
」
や
「
団
結
」
を
強

調
し
て
い
る
こ
と
、
②
労
働
党
の
一
部
極
端
派
が
主
張
す
る
社
会
主
義
に

─
非
国
教
徒
た
ち
と
一
緒
に

─
断
固
異
議
申
し
立
て
を
行

う
こ
と
で
労
働
党
の
勢
い
を
阻
止
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ら
二
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン

は
同
演
説
に
お
い
て
、
団
結
や
包
摂
と
い
う
手
段
の
根
底
に
あ
る
理
念
な
い
し
哲
学
を
次
の
よ
う
に
披
露
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
こ
こ

に
居
ら
れ
る
全
て
の
人
が
喜
ん
で
奉
仕
で
き
る
、
そ
ん
な
基
準
に
立
脚
し
た
会
合
と
い
う
形
で
、
こ
う
し
た
昼
食
会
が
発
展
し
て
い
く
こ

と
を
望
ん
で
い
る
。
…
…
兄
弟
愛
、
友
情
、
そ
し
て
保
守
党
で
し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
忠
勤
、
か
よ
う
な
精
神
が
そ
の
基
準
に
含
ま

れ
る
よ
う
望
む
も
の
で
あ
る

（
33
）

。」

）
三
三
五
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日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
二
一
年
九
月
）

四
二
〇

ⓒ
　「
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
ル
バ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
の
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
演
説
」（
一
九
二
四
年
五
月
二
日
）

「
統
一
党
の
方
針
／
民
主
主
義
と
帝
国
／
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
氏
が
発
表
し
た
プ
リ
ン
シ
プ
ル
」
と
題
し
た
一
九
二
四
年
五
月
三
日
の
タ

イ
ム
ズ
紙
記
事
に
よ
る
と
、
五
月
二
日
に
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
ル
バ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
演
説
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

「
保
守
党
新
政
策
の
表
明
」
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
骨
子
を
要
約
し
て
列
挙
す
る
と
以
下
の
と
お
り
と
な
る
。

・
一
九
二
三
年
総
選
挙
結
果
を
尊
重
し
、
今
後
保
守
党
は
一
般
関
税
導
入
に
つ
い
て
一
切
言
及
し
な
い

・
自
由
貿
易
を
維
持
し
て
い
く
と
同
時
に
、
一
般
関
税
と
異
な
る
産
業
保
護
政
策
に
つ
い
て
は
今
後
も
検
討
し
て
い
く

・
効
果
的
な
国
内
産
業
保
護
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
わ
が
国
民
精
神
の
団
結
が
不
可
欠
で
あ
る

（
34
）

ⓓ
　「
ジ
ュ
ニ
ア
・
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
・
リ
ー
グ
で
の
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
演
説
」（
一
九
二
四
年
五
月
三
日
）

「
統
一
党
の
方
針
／
帝
国
と
社
会
福
祉
と
い
う
青
年
の
理
想
に
対
す
る
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
氏
の
訴
え
」
と
題
し
た
一
九
二
四
年
五
月
五

日
の
タ
イ
ム
ズ
紙
記
事
に
よ
る
と
、
五
月
三
日
に
ジ
ュ
ニ
ア
・
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
・
リ
ー
グ
（the Junior Im

perial L
eague

）
の
年
次
夕
食

会
で
行
わ
れ
た
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
演
説
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
保
守
党
党
首
に
再
任
さ
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
が
述
べ
ら
れ
、
ま
た
「
保
守

党
新
政
策
に
つ
い
て
の
再
表
明
」
も
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
同
演
説
は
ⓒ
の
後
篇
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
そ
の

骨
子
を
要
約
し
て
列
挙
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

・
与
党
労
働
党
が
そ
の
政
策
を
実
行
に
移
さ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
は
や
は
り
社
会
主
義
政
党
な
の
で
、
今
ま
で
と
は
異
な
り
、

保
守
党
も
そ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
戦
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い

・
保
守
党
と
し
て
は
以
下
の
実
現
を
望
ん
で
い
る
。
即
ち
、

）
三
三
五
（

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
の
政
治
思
想
的
側
面
と
貢
献
（
渡
邉
）

四
二
一

労
使
関
係
安
定
化
を
促
進
す
る
手
段
と
方
法
を
新
た
に
勧
告
す
る
こ
と

柔
軟
性
に
乏
し
い
社
会
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が
徐
々
に
所
有
者
（an ow

ner

）
と
成
れ
る
よ
う
な
社
会
づ
く
り

（
35
）

ⓔ
　「
ク
イ
ー
ン
ズ
ホ
ー
ル
で
の
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
演
説
」（
一
九
二
四
年
五
月
九
日
）

「
統
一
党
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
／
食
料
品
価
格
に
つ
い
て
／
政
権
復
帰
後
に
調
査
検
討
」
と
題
さ
れ
た
一
九
二
四
年
五
月
一
〇
日
の
タ
イ
ム

ズ
紙
記
事
に
よ
る
と
、
五
月
九
日
の
統
一
党
婦
人
部
会
（the W

om
en ’s U

nionist O
rganization

）
代
表
者
集
会
で
な
さ
れ
た
ボ
ー
ル
ド

ウ
ィ
ン
演
説
で
あ
る
。
前
述
し
た
「
党
の
綱
領
に
従
っ
た
政
治
」
の
受
け
入
れ
表
明
と
も
言
え
る
内
容
で
あ
る
と
同
時
に
、
社
会
改
良
や

国
家
の
役
割
に
関
す
る
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
見
解
を
示
し
た
内
容
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
骨
子
を
要
約
し
て
整
理
す
る

と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

・
個
人
と
同
じ
で
、
国
家
で
あ
っ
て
も
際
限
な
く
金
銭
的
な
援
助
が
行
え
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
我
々
は
肝
に
銘
じ
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い

・
わ
が
党
は
社
会
改
良
に
も
全
面
的
な
関
心
を
寄
せ
て
い
る
が
、
私
と
し
て
は
皆
さ
ん
に
押
さ
え
て
お
い
て
欲
し
い
こ
と
が
あ
る
。
そ

れ
は
社
会
改
良
以
外
に
も
、
誠
に
素
晴
ら
し
い
何
か
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ

・
社
会
主
義
と
の
戦
い
に
な
っ
た
ら
綱
領
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
同
士
の
戦
い
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
、
我
々
も
想
定
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
・
社
会
主
義
は
、
あ
ら
ゆ
る
進
歩
と
良
き
統
治
（good governm

ent

）
を
大
抵
破
滅
に
導
く
存
在
で
あ
る

・
破
壊
を
も
た
ら
す
ド
ク
ト
リ
ン
の
拡
大
に
目
下
抵
抗
し
て
い
る
偉
大
な
一
つ
の
砦
が
あ
る
。
そ
の
砦
こ
そ
保
守
お
よ
び
統
一
党
で
あ

）
三
三
三
（



ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
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義
の
政
治
思
想
的
側
面
と
貢
献
（
渡
邉
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四
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一

労
使
関
係
安
定
化
を
促
進
す
る
手
段
と
方
法
を
新
た
に
勧
告
す
る
こ
と

柔
軟
性
に
乏
し
い
社
会
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が
徐
々
に
所
有
者
（an ow

ner

）
と
成
れ
る
よ
う
な
社
会
づ
く
り

（
35
）

ⓔ
　「
ク
イ
ー
ン
ズ
ホ
ー
ル
で
の
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
演
説
」（
一
九
二
四
年
五
月
九
日
）

「
統
一
党
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
／
食
料
品
価
格
に
つ
い
て
／
政
権
復
帰
後
に
調
査
検
討
」
と
題
さ
れ
た
一
九
二
四
年
五
月
一
〇
日
の
タ
イ
ム

ズ
紙
記
事
に
よ
る
と
、
五
月
九
日
の
統
一
党
婦
人
部
会
（the W

om
en ’s U

nionist O
rganization

）
代
表
者
集
会
で
な
さ
れ
た
ボ
ー
ル
ド

ウ
ィ
ン
演
説
で
あ
る
。
前
述
し
た
「
党
の
綱
領
に
従
っ
た
政
治
」
の
受
け
入
れ
表
明
と
も
言
え
る
内
容
で
あ
る
と
同
時
に
、
社
会
改
良
や

国
家
の
役
割
に
関
す
る
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
見
解
を
示
し
た
内
容
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
骨
子
を
要
約
し
て
整
理
す
る

と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

・
個
人
と
同
じ
で
、
国
家
で
あ
っ
て
も
際
限
な
く
金
銭
的
な
援
助
が
行
え
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
我
々
は
肝
に
銘
じ
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い

・
わ
が
党
は
社
会
改
良
に
も
全
面
的
な
関
心
を
寄
せ
て
い
る
が
、
私
と
し
て
は
皆
さ
ん
に
押
さ
え
て
お
い
て
欲
し
い
こ
と
が
あ
る
。
そ

れ
は
社
会
改
良
以
外
に
も
、
誠
に
素
晴
ら
し
い
何
か
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ

・
社
会
主
義
と
の
戦
い
に
な
っ
た
ら
綱
領
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
同
士
の
戦
い
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
、
我
々
も
想
定
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
・
社
会
主
義
は
、
あ
ら
ゆ
る
進
歩
と
良
き
統
治
（good governm

ent

）
を
大
抵
破
滅
に
導
く
存
在
で
あ
る

・
破
壊
を
も
た
ら
す
ド
ク
ト
リ
ン
の
拡
大
に
目
下
抵
抗
し
て
い
る
偉
大
な
一
つ
の
砦
が
あ
る
。
そ
の
砦
こ
そ
保
守
お
よ
び
統
一
党
で
あ

）
三
三
三
（
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四
二
二

り
、
し
か
も
そ
れ
は
、
鮮
明
で
し
っ
か
り
と
し
た
政
策
を
国
民
に
提
示
で
き
る
党
で
も
あ
る

（
36
）

（
傍
線
引
用
者
）

最
後
に
、
以
上
の
政
治
的
諸
言
説
（
演
説
）
か
ら
見
た
、
ニ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
の
政
治
思
想
的
特
質
に
つ
い
て
考
察
し

て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

上
記
の
各
演
説
か
ら
明
確
に
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
旧
来
型
の
「
静
観
的
で
、
対
・
自
由
党
的
な
」
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
と
は
異
な
る

「
新
た
な
側
面
」
を
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
強
調
し
た
点
で
あ
る
。
そ
れ
を
簡
単
に
要
約
す
れ
ば
、
今
後
自
由
党
で
は
な
く
労
働
党
や
社
会

主
義
に
対
抗
し
て
い
く
た
め
に
も
、
保
守
党
お
よ
び
保
守
主
義
に
は
従
来
以
上
に
「
積
極
的
か
つ
建
設
的
な
役
割
」
が
欠
か
せ
な
く
な
る

と
い
う
考
え
方
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
関
す
る
主
な
言
及
と
し
て
は
、
ⓐ
建
設
的
で
練
り
に
練
っ
た
、
救
済
措
置
と
し
て
の
代
替

案
の
展
開
、
ⓑ
元
来
自
由
党
支
持
者
の
多
い
非
国
教
徒
を
保
守
党
支
持
者
と
し
て
包
摂
す
る
必
要
性
、
ⓒ
自
由
貿
易
と
い
う
現
状
を
維
持

し
た
う
え
で
の
新
た
な
産
業
保
護
政
策
の
検
討
、
ⓓ
労
使
関
係
安
定
化
を
促
進
す
る
た
め
の
財
産
所
有
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
（
註（
11
）を
参
照
）

の
模
索
、
そ
し
て
ⓔ
社
会
主
義
的
で
大
規
模
な
国
家
介
入
で
は
な
く
控
え
目
な
社
会
改
良
へ
の
関
心
、
ま
た
政
府
主
導
に
よ
る
社
会
改
良

以
外
の
『
誠
に
素
晴
ら
し
い
何
か
』
に
つ
い
て
の
認
識
と
そ
の
活
用
、
な
ど
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

加
え
て
、
そ
う
し
た
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
の
〝
新
し
い
〟
政
治
思
想
的
側
面
（
ニ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
）
を
、
大
衆

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代
に
合
わ
せ
て
分
か
り
や
す
く
置
き
換
え
た
も
の
が
、
テ
イ
ラ
ー
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
や

「
労
使
間
の
安
定
」「
奉
仕
」
と
い
っ
た
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
ト
ポ
イ
、
即
ち
『
レ
ト
リ
ッ
ク
』
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
者
二
つ
は
、

分
断
や
格
差
、
階
級
対
立
を
超
越
し
た
「
国
民
的
統
一
と
団
結
」「
労
使
協
同
」
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
、
保
守
主
義
者

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
に
言
わ
せ
る
と
、
か
つ
て
の
自
由
党
や
現
在
（
一
九
二
四
年
）
の
労
働
党
に
よ
る
「
国
家
（
中
央
政
府
）
主
導
型
」
で
は

）
三
三
五
（

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
の
政
治
思
想
的
側
面
と
貢
献
（
渡
邉
）

四
二
三

な
く
、
そ
れ
と
は
異
な
り
保
守
主
義
的
で
、
し
か
も
『
誠
に
素
晴
ら
し
い
何
か
』
を
通
じ
て
達
成
さ
れ
実
現
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

で
は
、
こ
れ
ら
の
レ
ト
リ
ッ
ク
に
共
通
す
る
、
換
言
す
れ
ば
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
（
既
述
の
主
要
演
説
内
容
か
ら
見
た
ニ
ュ
ー
・
コ

ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
）
の
政
治
思
想
的
側
面
全
体
を
貫
く
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
『
誠
に
素
晴
ら
し
い
何
か
』
と
は
、
果
た
し
て
何
を
意
味

す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
前
述
の
「
奉
仕
」
と
い
う
観
念
で
表
現
し
た
道
徳
観
な
い
し
公
共
哲
学
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
。

因
み
に
、
既
述
の
と
お
り
テ
イ
ラ
ー
も
ま
た
、「
自
由
」
の
観
念
以
外
で
は
こ
の
「
奉
仕
」
を
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
的
思
考
の
基
準
と
位
置

づ
け
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
四
年
に
行
っ
た
二
つ
の
演
説
の
中
で
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
「
奉
仕
」
の
道
徳
観
と
そ
の

重
要
性
を
次
の
よ
う
に
評
価
し
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
と
言
え
よ
う
。
そ
こ
で
少
々
長
く
な
る
が
、
以
下
の
と
お
り
引
用
す
る
こ
と
に
し

た
い
。

・「
偉
大
な
フ
レ
ン
ド
リ
ー
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
（F

riendly S
ociety

）
運
動
の
立
場
を
努
め
て
理
解
し
よ
う
な
ど
と
野
暮
な
こ
と
は
言
う

ま
い
。
他
に
も
沢
山
あ
る
素
晴
ら
し
い
も
の
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
れ
は
純
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
産
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
起
源
は
、
最
高
に

素
晴
ら
し
い
も
の
を
数
多
く
生
み
出
し
て
き
た
普
通
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
に
求
め
ら
れ
る
。
い
わ
ば
そ
れ
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
い

う
土
壌
に
根
差
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
激
し
く
移
ろ
い
や
す
い
今
の
世
の
中
に
お
い
て
は
、
仕
事
の
違
い
を
乗
り
越
え
人
生
の
指

針
と
な
る
プ
リ
ン
シ
プ
ル
の
最
も
偉
大
な
一
部
を
わ
が
国
民
に
教
え
た
り
、
誰
も
教
え
て
く
れ
な
い
数
多
く
の
課
題
を
学
ん
だ
り
す

る
た
め
の
、
大
い
な
る
手
段
で
あ
り
続
け
た
。（
中
略
）　
フ
レ
ン
ド
リ
ー
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
の
大
勢
の
メ
ン
バ
ー
が
積
み
立
て
て
く

）
三
三
三
（
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な
く
、
そ
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と
は
異
な
り
保
守
主
義
的
で
、
し
か
も
『
誠
に
素
晴
ら
し
い
何
か
』
を
通
じ
て
達
成
さ
れ
実
現
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

で
は
、
こ
れ
ら
の
レ
ト
リ
ッ
ク
に
共
通
す
る
、
換
言
す
れ
ば
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
（
既
述
の
主
要
演
説
内
容
か
ら
見
た
ニ
ュ
ー
・
コ

ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
）
の
政
治
思
想
的
側
面
全
体
を
貫
く
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
『
誠
に
素
晴
ら
し
い
何
か
』
と
は
、
果
た
し
て
何
を
意
味

す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
前
述
の
「
奉
仕
」
と
い
う
観
念
で
表
現
し
た
道
徳
観
な
い
し
公
共
哲
学
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
。

因
み
に
、
既
述
の
と
お
り
テ
イ
ラ
ー
も
ま
た
、「
自
由
」
の
観
念
以
外
で
は
こ
の
「
奉
仕
」
を
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
的
思
考
の
基
準
と
位
置

づ
け
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
四
年
に
行
っ
た
二
つ
の
演
説
の
中
で
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
「
奉
仕
」
の
道
徳
観
と
そ
の

重
要
性
を
次
の
よ
う
に
評
価
し
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
と
言
え
よ
う
。
そ
こ
で
少
々
長
く
な
る
が
、
以
下
の
と
お
り
引
用
す
る
こ
と
に
し

た
い
。

・「
偉
大
な
フ
レ
ン
ド
リ
ー
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
（F

riendly S
ociety

）
運
動
の
立
場
を
努
め
て
理
解
し
よ
う
な
ど
と
野
暮
な
こ
と
は
言
う

ま
い
。
他
に
も
沢
山
あ
る
素
晴
ら
し
い
も
の
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
れ
は
純
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
産
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
起
源
は
、
最
高
に

素
晴
ら
し
い
も
の
を
数
多
く
生
み
出
し
て
き
た
普
通
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
に
求
め
ら
れ
る
。
い
わ
ば
そ
れ
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
い

う
土
壌
に
根
差
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
激
し
く
移
ろ
い
や
す
い
今
の
世
の
中
に
お
い
て
は
、
仕
事
の
違
い
を
乗
り
越
え
人
生
の
指

針
と
な
る
プ
リ
ン
シ
プ
ル
の
最
も
偉
大
な
一
部
を
わ
が
国
民
に
教
え
た
り
、
誰
も
教
え
て
く
れ
な
い
数
多
く
の
課
題
を
学
ん
だ
り
す

る
た
め
の
、
大
い
な
る
手
段
で
あ
り
続
け
た
。（
中
略
）　
フ
レ
ン
ド
リ
ー
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
の
大
勢
の
メ
ン
バ
ー
が
積
み
立
て
て
く

）
三
三
三
（
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四
二
四

れ
た
貯
金
額
の
お
か
げ
で
、
わ
が
国
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
社
会
活
動
が
い
か
に
実
り
多
い
形
で
利
用
さ
れ
て
き
た
か
私
も
よ
く
理
解

し
て
い
る
。
こ
の
運
動
の
全
体
的
精
神
と
は
他
者
へ
の
奉
仕
（service for others

）
で
あ
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
も
と
よ
り
世
界
中

で
今
必
要
と
さ
れ
る
精
神
な
の
だ
が
、（
中
略
）　
フ
レ
ン
ド
リ
ー
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
が
吹
き
込
ん
で
く
れ
た
奉
仕
の
精
神
を
わ
が
国

民
に
教
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
よ
り
適
切
で
高
貴
な
も
の
に
変
え
て
い
く
と
い
う
、
我
々
に
し
か
で
き

な
い
役
割
が
果
た
せ
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
そ
う
す
る
こ
と
で
我
々
自
身
だ
け
で
な
く
世
界
全
体
も
支
援
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の

だ
。」（
一
九
二
四
年
二
月
一
八
日
、
ス
ト
ー
ポ
ー
ト
演
説

（
37
））（

傍
線
引
用
者
）

・「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
試
す
時
が
来
た
。
…
…
今
日
の
我
々
は
、
わ
が
国
に
奉
仕
す
る
と
い
う
意
味
で
、
お
そ
ら
く
如
何
な
る
党
も
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
素
晴
ら
し
い
機
会
に
直
面
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
…
…
こ
の
偉
大
な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
教
育
し
て

い
く
こ
と
が
諸
君
の
義
務
で
あ
り
、
諸
君
が
率
先
し
て
取
り
組
む
べ
き
義
務
な
の
で
あ
る
。（
中
略
）　
私
が
見
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
る
も
の
。
そ
れ
は
統
一
党
の
人
び
と
全
員
が
生
来
も
ち
合
わ
せ
て
い
る
、
国
民
全
体
に
対
す
る
奉
仕
の
精
神
（the spirit of 

service to the w
hole nation

）
な
の
で
あ
る

─
因
み
に
、
こ
こ
で
言
う
統
一
党
と
は
、
二
世
代
前
に
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ
（B

enjam
in 

D
israeli

）
が
語
っ
た
二
つ
の
国
民
の
統
一
と
い
う
意
味
で
の
統
一
党
で
あ
る
。」（
一
九
二
四
年
一
二
月
四
日
、
ア
ル
バ
ー
ト
ホ
ー
ル
演
説

（
38
））

（
傍
線
引
用
者
）

か
か
る
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
演
説
か
ら
、
社
会
改
良
の
実
施
や
弱
者
救
済
あ
る
い
は
国
民
の
統
一
と
い
っ
た
課
題
を
解
決
す
る
一
手
段
と

し
て
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
に
代
表
さ
れ
る
「
自
由
」
か
つ
自
発
的
な
結
社
（
つ
ま
り
国
家
や
政
府
よ
り
も
社
会
や
個
人
）
と
そ

）
三
三
五
（

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
の
政
治
思
想
的
側
面
と
貢
献
（
渡
邉
）

四
二
五

の
役
割
に
期
待
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
同
時
に
、
テ
イ
ラ
ー
の
分
析
結
果
に
も
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
上
記
の
演
説
か
ら
、

〝
フ
レ
ン
ド
リ
ー
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
〟
を
軸
と
し
て
、「
奉
仕

─
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

─
教
育

─
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

─
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ
の

遺
産
」
と
い
う
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
的
政
治
思
想
な
い
し
公
共
哲
学
の
関
連
図
式
ま
で
導
き
出
せ
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
二
つ
の
演
説
も
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
の
政
治
思
想
的
側
面
、
加
え
て
保
守
主
義
思
想
に
対
す
る
ボ
ー
ル

ド
ウ
ィ
ン
の
貢
献
を
理
解
す
る
た
め
の
鍵
と
し
て
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
．
結

　
語

本
稿
は
、
論
題
に
つ
い
て
の
〝
中
間
報
告
〟
的
位
置
づ
け
と
な
る
。

ニ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
と
称
さ
れ
る
一
連
の
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
演
説
（
政
治
的
諸
言
説
）
か
ら
見
た
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保

守
主
義
の
政
治
思
想
的
側
面
は
、
と
り
わ
け
そ
の
中
核
を
成
す
（
公
共
）「
奉
仕
」
の
理
念
と
関
係
の
深
い
道
徳
観
・
哲
学
を
レ
ト
リ
ッ

ク
で
表
明
し
た
部
分
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
研
究
の
第
一
人
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
（P

hillip W
illiam

son

）
は
、「
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ブ
・
ア
イ
デ
ア
リ
ズ
ム
」

（C
onservative Idealism

）
と
い
う
表
現
を
用
い
て
こ
れ
を
説
明
し
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
に
よ
っ
て
な
さ

れ
た
社
会
改
良
に
つ
い
て
の
言
及
な
ど
も
、
統
一
党
ア
イ
デ
ア
リ
ズ
ム
の
中
軸
に
な
る
と
さ
れ
る

（
39
）

。
そ
れ
に
加
え
、
こ
の
「
奉
仕
」
に
関

す
る
レ
ト
リ
ッ
ク
は
、
階
級
闘
争
や
左
右
の
極
端
主
義
を
排
し
て
、
党
派
を
超
越
し
た
「
国
民
」
的
統
一
や
団
結
を
促
す
と
同
時
に
、
保

守
党
支
持
基
盤
拡
大
の
役
割
も
担
う
こ
と
に
な
っ
た

（
40
）

。
そ
の
意
味
で
は
、
一
〇
〇
年
経
っ
た
現
在
に
お
い
て
も
、
社
会
的
分
断
克
服
の
ヒ

）
三
三
五
（



ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
の
政
治
思
想
的
側
面
と
貢
献
（
渡
邉
）

四
二
五

の
役
割
に
期
待
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
同
時
に
、
テ
イ
ラ
ー
の
分
析
結
果
に
も
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
上
記
の
演
説
か
ら
、

〝
フ
レ
ン
ド
リ
ー
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
〟
を
軸
と
し
て
、「
奉
仕

─
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

─
教
育

─
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

─
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ
の

遺
産
」
と
い
う
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
的
政
治
思
想
な
い
し
公
共
哲
学
の
関
連
図
式
ま
で
導
き
出
せ
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
二
つ
の
演
説
も
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
の
政
治
思
想
的
側
面
、
加
え
て
保
守
主
義
思
想
に
対
す
る
ボ
ー
ル

ド
ウ
ィ
ン
の
貢
献
を
理
解
す
る
た
め
の
鍵
と
し
て
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
．
結

　
語

本
稿
は
、
論
題
に
つ
い
て
の
〝
中
間
報
告
〟
的
位
置
づ
け
と
な
る
。

ニ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
と
称
さ
れ
る
一
連
の
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
演
説
（
政
治
的
諸
言
説
）
か
ら
見
た
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保

守
主
義
の
政
治
思
想
的
側
面
は
、
と
り
わ
け
そ
の
中
核
を
成
す
（
公
共
）「
奉
仕
」
の
理
念
と
関
係
の
深
い
道
徳
観
・
哲
学
を
レ
ト
リ
ッ

ク
で
表
明
し
た
部
分
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
研
究
の
第
一
人
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
（P

hillip W
illiam

son

）
は
、「
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ブ
・
ア
イ
デ
ア
リ
ズ
ム
」

（C
onservative Idealism

）
と
い
う
表
現
を
用
い
て
こ
れ
を
説
明
し
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
に
よ
っ
て
な
さ

れ
た
社
会
改
良
に
つ
い
て
の
言
及
な
ど
も
、
統
一
党
ア
イ
デ
ア
リ
ズ
ム
の
中
軸
に
な
る
と
さ
れ
る

（
39
）

。
そ
れ
に
加
え
、
こ
の
「
奉
仕
」
に
関

す
る
レ
ト
リ
ッ
ク
は
、
階
級
闘
争
や
左
右
の
極
端
主
義
を
排
し
て
、
党
派
を
超
越
し
た
「
国
民
」
的
統
一
や
団
結
を
促
す
と
同
時
に
、
保

守
党
支
持
基
盤
拡
大
の
役
割
も
担
う
こ
と
に
な
っ
た

（
40
）

。
そ
の
意
味
で
は
、
一
〇
〇
年
経
っ
た
現
在
に
お
い
て
も
、
社
会
的
分
断
克
服
の
ヒ

）
三
三
五
（



日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
二
一
年
九
月
）

四
二
六

ン
ト
と
な
り
得
る
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
一
年
に
も
満
た
な
い
野
党
党
首
時
代
（
一
九
二
四
年
）
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
は
上
述
の

レ
ト
リ
ッ
ク
（
戦
略
）
を
通
じ
て
戦
間
期
初
頭
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
思
想
「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」
に
貢
献
し
た
と
考
え
て
よ
い
。
そ
れ
ゆ

え
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
ニ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
も
ま
た
、
文
字
ど
お
り
「
新
し
」
く
、
そ
し
て
道
徳
的
で
や
や
建
設
的
な

（
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
の
表
現
を
借
り
れ
ば
理
想
主
義
的
な
）
性
質
を
備
え
た
保
守
主
義
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

本
論
で
も
述
べ
た
よ
う
に
本
稿
で
は
、
ニ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
を
「
文
書
」
化
し
た
成
果
物
（L

ookin
g A

h
ead

や
党
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
）
の
内
容
面
に
つ
い
て
、
紙
幅
の
都
合
上
分
析
・
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
、
一
九
二
四
年
前
後
に
行

わ
れ
た
各
総
選
挙
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
三
党
比
較
分
析
の
必
要
性
も
残
さ
れ
て
お
り
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
に
関
す
る
今
後
の
研
究

課
題
と
し
た
い
。

（
1
） 

周
知
の
よ
う
に
「
保
守
主
義
」
に
は
、
人
間
の
も
つ
心
理
的
傾
向
と
し
て
の
保
守
主
義
（
自
然
的
保
守
主
義
）
と
、
保
守
党
と
い
う
政
党
の
教

義
な
い
し
信
条
を
表
す
保
守
主
義
（
政
治
的
・
近
代
的
保
守
主
義
）
と
い
う
二
つ
の
側
面
が
あ
る
。

C
f. H

ugh C
ecil, C

on
servatism

 

（L
ondon: W

illiam
 and N

orgate

） 1921. 

（
栄
田
卓
弘
訳
『
保
守
主
義
と
は
何
か
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、

一
九
七
九
年
を
参
照
）。

本
稿
は
、
保
守
主
義
を
後
者
の
意
味
で
用
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
」（B

aldw
in ’s C

onservatism

）
と
は
、
イ

ギ
リ
ス
保
守
党
党
首
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
に
よ
る
一
連
の
（
レ
ト
リ
ッ
ク
も
含
め
た
）
政
治
的
言
説
と
行
為
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
具
体
的
な
戦
略
的

ア
プ
ロ
ー
チ
や
政
策
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ら
全
て
の
根
底
を
成
し
て
い
る
、
保
守
党
政
治
家
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
個
人
の
政
治
信
条
・
価
値
観
・
思
想
な

ど
を
指
す
。

）
三
三
五
（

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
の
政
治
思
想
的
側
面
と
貢
献
（
渡
邉
）

四
二
七

（
2
） John R

am
sden, T

h
e A

ge of B
alfou

r an
d

 B
ald

w
in

 1902-1940 

（L
ondon: L

ongm
an

） 1978, p. 207.

（
3
） 

こ
こ
で
「
ニ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
」（N

ew
 C

onservatism

即
ち
、
新
し
い
保
守
主
義
）
と
い
う
用
語
・
表
現
に
つ
い
て
付
言
し

て
お
き
た
い
。

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
史
・
保
守
主
義
史
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
（T

hatcherism

）
的
な
「
新
保
守
主
義
」（N

eo 

C
onservatism

）
が
本
格
的
に
登
場
す
る
一
九
七
五
年
頃
ま
で
の
保
守
主
義
に
つ
い
て
も
、
し
ば
し
ば
「
新
し
い
保
守
主
義
」（N

ew
 

C
onservatism

）
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
具
体
的
に
は
、
戦
後
労
働
党
と
の
「
合
意
の
政
治
」
に
基
づ
き
、
国
家
の
介
入
や
混
合
経
済
を
容

認
す
る
保
守
主
義
で
あ
る
。Cf. F

rank O
’G

orm
an, B

ritish
 C

on
servatism

　C
on

servative T
h

ou
gh

t from
 B

u
rke to T

h
atch

er 

（L
ondon: 

L
ongm

an

） 1986, pp. 47-52, pp. 194-210.

そ
れ
ゆ
え
、
本
稿
で
は
特
別
な
断
り
が
な
い
限
り
、
ニ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
政
治
的
諸
言
説
な

ど
を
軸
と
す
る
一
九
二
四
年
当
時
の
「
新
し
い
」
保
守
主
義
と
い
う
意
味
で
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

（
4
） 

Ibid., p.208.

（
5
） 

Ibid., pp. 208-213.

（
6
） 

Ibid
., pp. 208-211.

（
7
） 

Ibid., p. 211.

（
8
） 

Ibid., p. 212.

（
9
） 

Ibid., p. 213.

（
10
） 

ト
ー
リ
ー
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
史
家
ブ
レ
ー
ク
（R

obert B
lake

）
は
、
以
下
の
と
お
り
二
つ
の
意
味
が
あ
る
と
し

て
い
る
。
即
ち
、
労
働
者
階
級
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
構
想
さ
れ
た

─
例
え
ば
下
層
階
級
向
け
健
康
保
険
制
度
創
設
な
ど
の

─
政
策
的
側
面
、

そ
し
て
都
市
部
の
中
産
階
級
党
員
向
け
党
内
発
言
の
場
で
あ
る
党
全
国
連
合
（N

ational U
nion

）
の
民
主
化
と
い
う
党
組
織
上
の
問
題
が
そ
れ
で

あ
る
。R

obert B
lake, T

h
e C

on
servative P

arty from
 P

eel to T
h

atch
er 

（L
ondon: F

ontana P
ress

） 1985, pp. 147-148.

（
早
川
崇
訳

『
英
国
保
守
党
史
』
労
働
法
令
協
会
、
一
九
七
九
年
、
一
七
八
頁
）。

）
三
三
五
（



ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
の
政
治
思
想
的
側
面
と
貢
献
（
渡
邉
）

四
二
七

（
2
） John R

am
sden, T

h
e A

ge of B
alfou

r an
d

 B
ald

w
in

 1902-1940 

（L
ondon: L

ongm
an

） 1978, p. 207.
（
3
） 

こ
こ
で
「
ニ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
」（N

ew
 C

onservatism

即
ち
、
新
し
い
保
守
主
義
）
と
い
う
用
語
・
表
現
に
つ
い
て
付
言
し

て
お
き
た
い
。

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
史
・
保
守
主
義
史
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
（T

hatcherism

）
的
な
「
新
保
守
主
義
」（N

eo 

C
onservatism

）
が
本
格
的
に
登
場
す
る
一
九
七
五
年
頃
ま
で
の
保
守
主
義
に
つ
い
て
も
、
し
ば
し
ば
「
新
し
い
保
守
主
義
」（N

ew
 

C
onservatism

）
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
具
体
的
に
は
、
戦
後
労
働
党
と
の
「
合
意
の
政
治
」
に
基
づ
き
、
国
家
の
介
入
や
混
合
経
済
を
容

認
す
る
保
守
主
義
で
あ
る
。Cf. F

rank O
’G

orm
an, B

ritish
 C

on
servatism

　C
on

servative T
h

ou
gh

t from
 B

u
rke to T

h
atch

er 

（L
ondon: 

L
ongm

an

） 1986, pp. 47-52, pp. 194-210.

そ
れ
ゆ
え
、
本
稿
で
は
特
別
な
断
り
が
な
い
限
り
、
ニ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
政
治
的
諸
言
説
な

ど
を
軸
と
す
る
一
九
二
四
年
当
時
の
「
新
し
い
」
保
守
主
義
と
い
う
意
味
で
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

（
4
） 

Ibid., p.208.

（
5
） 

Ibid., pp. 208-213.

（
6
） 

Ibid
., pp. 208-211.

（
7
） 

Ibid., p. 211.

（
8
） 

Ibid., p. 212.

（
9
） 

Ibid., p. 213.

（
10
） 

ト
ー
リ
ー
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
史
家
ブ
レ
ー
ク
（R

obert B
lake

）
は
、
以
下
の
と
お
り
二
つ
の
意
味
が
あ
る
と
し

て
い
る
。
即
ち
、
労
働
者
階
級
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
構
想
さ
れ
た

─
例
え
ば
下
層
階
級
向
け
健
康
保
険
制
度
創
設
な
ど
の

─
政
策
的
側
面
、

そ
し
て
都
市
部
の
中
産
階
級
党
員
向
け
党
内
発
言
の
場
で
あ
る
党
全
国
連
合
（N

ational U
nion

）
の
民
主
化
と
い
う
党
組
織
上
の
問
題
が
そ
れ
で

あ
る
。R

obert B
lake, T

h
e C

on
servative P

arty from
 P

eel to T
h

atch
er 

（L
ondon: F

ontana P
ress

） 1985, pp. 147-148.

（
早
川
崇
訳

『
英
国
保
守
党
史
』
労
働
法
令
協
会
、
一
九
七
九
年
、
一
七
八
頁
）。

）
三
三
五
（



日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
二
一
年
九
月
）

四
二
八

い
ず
れ
に
し
て
も
ト
ー
リ
ー
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
は

─
選
挙
対
策
上
の
必
要
性
も
当
然
伴
う
と
は
い
え

─
保
守
党
側
か
ら
民
衆
に
配
慮
し
た
り
、

民
衆
を
保
護
し
た
り
す
べ
き
と
い
う
道
徳
的
・
政
策
的
立
場
や
政
治
的
信
条
な
い
し
価
値
観
が
含
ま
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

（
11
） 
財
産
所
有
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
は
「
男
女
普
通
選
挙
の
時
代
に
お
い
て
は
、
可
能
な
限
り
大
勢
の
給
与
所
得
者
が
何
ら
か
の
プ
ロ
パ
テ
ィ
や
ス
テ

イ
タ
ス
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
財
産
所
有
者
が
主
体
と
な
る
た
め
、
結
果
と
し
て
民
主
政
治
も
安
定
す
る
」
と
い
う
保
守
党

側
の
考
え
方
で
あ
る
。
こ
の
考
え
を
一
九
二
〇
年
代
初
頭
に
示
し
た
保
守
党
政
治
家
ス
ケ
ル
ト
ン
（A

rchibald N
oel S

kelton

）
に
よ
る
と
、
そ

れ
に
よ
っ
て
資
本
家
と
労
働
者
と
の
経
済
的
溝
が
埋
ま
る
の
で
国
家
も
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
も
安
定
し
、
私
有
財
産
に
関
す
る
人
生
観
を
示
す
こ
と
も
可

能
に
な
る
と
さ
れ
る
。

ま
た
、
ス
ケ
ル
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
財
産
所
有
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
社
会
主
義
下
で
は
達
成
さ
れ
ず
、
そ
の
た
め
給
与
所
得
者
が
財
産
所
有
者
に
な
ろ

う
と
す
る
努
力
は
保
守
主
義
に
の
み
関
連
づ
け
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。N

oel S
kelton w

ith an Introduction by the R
ight H

on. S
ir R

obert 

H
orne G

. B
. E

., K
. C

., M
.P

., C
on

stru
ctive C

on
servatism

 

（E
dinburgh and L

ondon: W
illiam

 B
lackw

ood and S
ons

） 1924, pp. 16-

17, pp. 19-20, pp. 23-24.

（
12
） J. R

am
sden, op. cit., p. 207.

（
13
） A

ndrew
 T

aylor, “T
he oratory of S

tanley B
aldw

in ”, in R
ichard H

ayton and A
ndrew

 S
. C

rines 

（eds.

）, C
on

servative orators 

from
 B

ald
w

in
 to C

am
eron 

（M
anchester: M

anchester U
niversity P

ress

） 2015, p. 16.

テ
イ
ラ
ー
が
分
析
対
象
と
し
た
九
つ
の
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
演
説
は
以
下
の
と
お
り
。

　
・
一
九
二
四
年
五
月
六
日

　
　
　
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
王
立
協
会
演
説

　
・
一
九
二
五
年
三
月
六
日

　
　
　
庶
民
院
演
説

　
・
一
九
二
五
年
三
月
一
三
日

　
　
リ
ー
ズ
午
餐
会
ク
ラ
ブ
演
説

　
・
一
九
二
五
年
一
一
月
六
日

　
　
エ
ジ
ン
バ
ラ
大
学
演
説

　
・
一
九
二
六
年
六
月
一
二
日

　
　
チ
ッ
プ
ナ
ム
集
会
演
説

　
・
一
九
二
六
年
六
月
一
六
日

　
　
ジ
ュ
ニ
ア
・
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
・
リ
ー
グ
演
説

）
三
五
五
（

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
の
政
治
思
想
的
側
面
と
貢
献
（
渡
邉
）

四
二
九

　
・
一
九
二
六
年
九
月
二
七
日

　
　
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ス
コ
ッ
ト
・
カ
レ
ッ
ジ
演
説

　
・
一
九
二
七
年
三
月
四
日

　
　
　
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
保
守
党
協
会
演
説

　
・
一
九
二
七
年
八
月
三
日

　
　
　
オ
タ
ワ
市
カ
ナ
ダ
人
ク
ラ
ブ
演
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の
表
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に
基
づ
き
筆
者
作
成
。

一
九
二
四
年
五
月
六
日
の
「
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
王
立
協
会
演
説
」
の
み
野
党
党
首
時
代
に
行
わ
れ
て
い
る
。
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二
四
年
の
意
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） 1993

も
参
照
の
こ
と
。
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主
要
三
党
の
一
九
二
三
年
総
選
挙
結
果
は
以
下
の
と
お
り
。（
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内
の
数
字
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得
票
率

　
　
定
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五
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率
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％
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テ
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、
ニ
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ー
・
コ
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サ
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ヴ
ァ
テ
ィ
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ム
の
中
核
を
成
す
政
治
的
文
化
的
観
念
と
し
て
も
、「
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
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や
「
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ン
グ
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ド
の
イ
メ
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ジ
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を
指
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し
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い
る
。
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e B

ritish
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ystem
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ondon: A

ndré D
eutsch

） 1979, pp. 20-21, p. 169.  
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25
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一
九
二
二
年
政
変
に
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す
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分
析
に
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い
て
は
、
拙
稿
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イ
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リ
ス
保
守
主
義
か
ら
見
た
一
九
二
二
年
政
変
の
再
検
討

─
ス
タ
ン
リ
ー
・

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
保
守
主
義
思
想
を
中
心
と
し
て

─
」（『
政
経
研
究
』
第
五
六
巻
第
二
号
、
日
本
大
学
法
学
会
、
二
〇
一
九
年
）
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参
照
さ
れ

た
い
。
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（
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周
知
の
よ
う
に
、
当
時
の
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ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
が
提
出
し
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「
人
民
予
算
」（
案
）
は
、
社
会
福
祉
を
実
現
し
そ
の
財
源
を
確
保
す
る
た

め
、
社
会
的
弱
者
や
相
対
的
貧
困
層
の
税
負
担
を
軽
減
す
る
代
わ
り
に
、
土
地
所
有
者
な
ど
富
裕
層
を
増
税
の
対
象
と
し
た
極
め
て
急
進
的
な
予
算

（
案
）
で
あ
る
。

（
28
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. H
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reen, Id

eologies of C
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servative P
olitical Id

eas in
 th

e T
w

en
tieth
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en

tu
ry 

（O
xford: O

xford 

U
niversity P

ress

） 2002, p. 130, pp. 132-134.

（
29
） G

leanings and M
em

oranda, M
ar. 1924, in J. R

am
sden, op. cit., p. 190.

（
30
） J. R

am
sden, op. cit., p. 190.

（
31
） 

T
h

e T
im

es, 12 F
ebruary 1924. 

当
時
の
タ
イ
ム
ズ
紙
は
、
ほ
と
ん
ど
保
守
党
の
御
用
新
聞
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
せ
い
も
あ
り
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
に
極
め
て
寛
容
的
・
同
情
的

な
報
道
と
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
32
） 

T
h

e T
im

es, 9 A
pril 1924.

こ
の
時
期
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
分
離
・
独
立
に
反
対
し
、
連
合
王
国
の
統
一
を
維
持
す
る
立
場
か
ら
、「
統
一
党
」

（U
nionists

）
と
い
う
名
称
も
併
用
し
て
い
た
。
本
稿
で
は
原
則
と
し
て
「
保
守
党
」
と
い
う
名
称
を
用
い
る
が
、
新
聞
記
事
そ
の
他
を
直
接
引
用

す
る
場
合
は
原
文
ど
お
り
「
統
一
党
」
と
い
う
名
称
も
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
る
。
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の
政
治
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想
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と
貢
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邉
）

四
三
一

（
33
） 

同
上
。

こ
の
昼
食
会
に
同
席
し
て
い
た
Ｎ
．チ
ェ
ン
バ
レ
ン
も
「
最
早
無
理
だ
と
分
か
っ
て
い
な
が
ら
今
後
も
一
つ
の
党
と
し
て
活
動
し
続
け
る
の
か
否

か
、
今
後
数
年
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
自
由
党
関
係
者
の
諸
君
は
選
択
を
迫
ら
れ
る
と
確
信
す
る
。（
中
略
）　
し
た
が
っ
て
自
由
党
員
の

諸
君
と
し
て
は
、
自
分
と
の
共
感
や
類
似
点
を
よ
り
多
く
見
出
せ
る
の
が
保
守
党
か
労
働
党
か
選
択
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
発
言
し
て
、

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
保
守
主
義
を
具
体
的
に
補
完
し
て
い
る
。

（
34
） 

T
h

e T
im

es, 3 M
ay 1924.

（
35
） 

T
h

e T
im

es, 5 M
ay 1924.

（
36
） 

T
h

e T
im

es, 10 M
ay 1924.

（
37
） S

tanley B
aldw

in, O
n

 E
n

glan
d

　A
n

d
 oth

er A
d

d
resses 

（L
ondon: P

hilip A
llan

） 1926, pp. 263-264.

フ
レ
ン
ド
リ
ー
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
（
共
済
組
合
、
友
愛
協
会
）
は
、
産
業
革
命
と
ほ
ぼ
同
時
進
行
で
登
場
し
て
き
た
と
さ
れ
、
基
本
的
に
は
「
相

互
扶
助
活
動
を
中
心
と
し
、
宴
会
を
開
い
た
り
、
会
を
誇
示
す
る
行
事
を
催
し
た
り
す
る
自
発
的
結
社
」
で
あ
る
。
そ
の
機
能
面
に
お
い
て
は
「
基

金
積
立
協
会
」
と
「
収
益
分
配
協
会
」
に
大
別
さ
れ
る
（
篠
塚
信
義
）。

フ
レ
ン
ド
リ
ー
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
篠
塚
信
義
「
産
業
革
命
と
民
衆
の
結
社

　
友
愛
協
会
」（
川
北
稔
編
・
綾
部
恒
雄
監
修

『
結
社
の
イ
ギ
リ
ス
史

　
ク
ラ
ブ
か
ら
帝
国
ま
で
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
所
収
）
一
一
八－

一
三
三
頁
を
参
照
。

（
38
） S

. B
aldw

in, op. cit., p. 70, p. 73.

（
39
） P

hilip W
illiam

son and E
dw

ard B
aldw

in 

（eds.

）, B
ald

w
in

 P
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tatesm
an
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am

bridge: 

C
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niversity P

ress

） 2004, p. 145.
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40
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ersh

ip an
d

 n
ation

al valu
es 
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am

bridge: C
am

bridge U
niversity 

P
ress

） 1999, p. 217, p. 341, 

ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
は
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
公
に
発
し
た
言
葉
の
中
で
最
も
重
要
な
の
が
「
奉
仕
」
で
あ
り
、
こ
の
言
葉
か
ら
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン

が
保
守
主
義
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
か
分
か
る
と
述
べ
て
い
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
に
と
っ
て
「
奉
仕
」
と
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四
三
二

は
、
個
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
非
・
社
会
主
義
的
な
方
法
で
調
和
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
不
平
等
と
い
う
保
守
的
な
考
え
と
、
自
由
と
い
う
民

主
的
な
概
念
を
、
両
立
可
能
に
見
せ
る
こ
と
も
可
能
な
存
在
と
さ
れ
る
。

Ibid., p.212, p. 218.
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